
令 和 ６  年 度

大学院教育学研究科（専門職学位課程)

学　生　募　集　要　項
高度教職実践専攻（教職大学院）

【前期募集】
　出 願 期 間　令和 ５年10月1６日(月)～10月20日(金)
　学力検査日　令和 ５年11月19日(日)

【後期募集】
　出 願 期 間　令和 ６年 1月 ４日(木)～ 1月11日(木)
　学力検査日　令和 ６年 1月28日(日)

令和 ５年 ６月

北 海 道 教 育 大 学



募　　　集　　　日　　　程

前　期　募　集 後　期　募　集

出 願 受 付 期 間
令和 ５年10月16日(月)～10月20日(金)

※消印有効
令和 6年 1月 ４日(木)～ 1月11日(木)

※消印有効

受 験 票 の 発 送 令和 ５年11月 1 日(水) 令和 6年 1月19日(金)

学 力 検 査 日 令和 ５年11月19日(日) 令和 6年 1月28日(日)

合 格 者 発 表
令和 ５年11月30日(木)

午前 9時
令和 6年 2月 ７日(水)

午前 9時

入 学 手 続 令和 6年 3月 1日(金)～ 3月 ７日(木)

令和 6年度　北海道教育大学大学院教育学研究科（専門職学位課程）入学試験日程

災害等による選抜方法等の変更について
　この入学者選抜要項を発行した後，災害発生や治療法が確立していない感染症の拡大等に伴い，
やむを得ず，試験日程や選抜方法等を変更する場合がありますので，必ず各選抜区分の学生募集
要項を確認してください。
　また，出願受付期間終了後に上記の変更を行う場合，志願者への個別連絡のほか，
本学ホームページ「入試情報」（https://www.hokkyodai.ac.jp/exam/）で変更内容を
お知らせしますので，最新の情報を確認するようご注意願います。
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１ 　北海道教育大学大学院教育学研究科の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

� （平成２９年 ３ 月２８日制定）

� （令和元年 6月２５日改正）

� （令和 ２年 ５月２１日改正）

� （令和 ４年 ３月２４日改正）

【大学院教育学研究科（専門職学位課程高度教職実践専攻）】

（求める学生像）

　�　高度教職実践専攻では，学校教育現場に生起する諸課題に対して，常に課題を俯
ふかん

瞰的に捉えて，

多角的な観点から柔軟な発想を持って解決策を見いだすことのできる，高度な専門性を育成します。

　�　したがって，学問に裏付けされた理論と実践力を身に付け，課題解決に向けた実践的研究を進

める意欲のある人を求めます。

　�　現職教員にあっては，スクールリーダーとしての学校の経営等に関する専門的な指導力や子ど

も理解・教科等の専門分野に関する高度な実践的指導力の向上を志す人を求めます。また，学部

直進者等にあっては，教職への強い意欲と情熱をもち，専門分野に関する高度な実践的指導力を

備えた教員を志す人を求めます。

　�　また，高度教職実践専攻の入学する前までに身に付けておくことが期待される内容は，次のと

おりです。

　・現職教員

　　�　子ども理解及び授業づくり，集団づくり等に関する専門的な知識・技能並びに組織の一員と

して協働して取り組む力

　・学部直進等

　　�　子ども理解及び教科や教職等に関する基本的な知識・技能並びに学校教育に関する基本的な

知識・技能

（入学者選抜の基本方針）

　�　高度教職実践専攻の入学者選抜は，求める学生像に合致する入学者を選抜するため，小論文，

口述試験及び出願書類により総合的に評価します。
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２ 　募集人員・修学校
【前期募集】

専　　攻 コ　ー　ス　名 選抜区分・募集人員 修学校

高度教職実践専攻

学校組織マネジメントコース

現　職　教　員� ２0人
学部直進者等� ３0人

札幌校
旭川校
釧路校
函館校

教職キャリア形成・研修デザインコース
子ども理解・学級経営コース
教科指導・授業開発コース
特別支援教育コース
養護教育コース

【後期募集】
専　　攻 コ　ー　ス　名 選抜区分・募集人員 修学校

高度教職実践専攻

学校組織マネジメントコース

現　職　教　員� ２0人
学部直進者等� １0人

札幌校
旭川校
釧路校
函館校

教職キャリア形成・研修デザインコース
子ども理解・学級経営コース
教科指導・授業開発コース
特別支援教育コース
養護教育コース

※�　前期募集において合格者が募集人員に達しない選抜区分については，後期募集において当該欠員数を
上乗せして募集するため，後期の募集人員を変更する場合があります。

　　後期募集の募集人員は，前期募集の合格発表後に確定しますので，入試課へお問い合わせください。

【修学校別　募集コース一覧】
　各修学校における，募集コース一覧を下表に示します。
　〇印は，各修学校で募集するコース・教科を表しています。
　なお，教科指導・授業開発コースにおいては，修学校によって修了に必要な専門科目 ８単位を，特定の
教科のみで履修できない場合があります。この場合は，他の教科・複数コース対応科目等で履修すること
になります。

札幌校 旭川校 釧路校 函館校
学校組織マネジメントコース 〇 〇 〇 〇
教職キャリア形成・研修デザインコース 〇 〇 〇 〇
子ども理解・学級経営コース 〇 〇 〇 〇

教科指導・授業開発コース

国語科教育 〇 〇 〇 〇(6)※１
社会科教育 〇 〇 〇 ×
数学教育 〇 〇 〇 〇(４)※1
理科教育 〇 〇 〇 ×
音楽科教育 〇(４)※１ 〇 〇 〇(４)※１
美術科教育 〇 〇 〇 〇(４)※１
保健体育科教育 〇(6)※１ 〇 〇 〇(２)※２
技術科教育 〇 〇 × ×
家庭科教育 〇 〇 〇 ×
英語科教育 〇 〇 〇 〇(２)※１

特別支援教育コース 〇 〇 〇 〇
養護教育コース 〇 × × ×
※ １ �　（　）内の数字は各修学校で開設される当該教科の専門科目の単位数を表しています。当該教科に
関して開設される専門科目が ８単位未満のため，不足分は他の教科・複数コース対応科目等から履修す
ることになります。

※ ２ �　函館校の教科指導・授業開発コース（保健体育科教育）は，一部，他の修学校の専門科目を履修し
ます。
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　　教育方法の特例措置
　　受講生の便宜に配慮して，主として夜間に開講しています。

　（注 １）選抜区分の「現職教員」について
　　　①　現職教員とは，幼稚園，小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，中等教育学校，特別支援学校

（以下「小学校等」という。）に勤務している専任の教員（期限付きを除く。）で，所属する小学校等
の長から推薦された者をいいます。なお，現職教員の志望コースについては，１４頁「コースのねらい
と概要」を参照ください。

　　　②　小学校等には，教育関係機関（教育委員会及び教育研究所等）を含みます。
　　　③　現職教員としての在職期間には，期限付きで任用された期間を含み，時間講師の期間は除きます。
　　　④　在職した年月数は，令和 6年 ４月 １日現在で算出し，月数が １か月未満の場合は， １か月に切り上

げて算出します。
　（注 ２）選抜区分の「学部直進者等」とは，上記（注 １）に規定する「現職教員」以外の者で教員免許状を

有する者又は取得見込みの者で職に就いていない者をいいます。なお，学部直進者等の志望コースに
ついては，１４頁「コースのねらいと概要」を参照ください。

　（注 ３）現職教員大学院生の教育課程は，学校教育現場に生起する課題の解決を目指すことを中心に編成さ
れています。（詳細は１１頁「現職教員の教育課程の特色」参照）

　（注 ４）現職教員大学院生の勤務校は，北海道教育大学と協議のうえ連携協力校として協力することとなり
ます。（詳細は１１頁「現職教員と連携協力校」参照）

３ 　出　願　資　格
　　幼稚園，小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，中等教育学校または特別支援学校に勤務する教育職
員免許状（一種）を有する現職教員又は学部段階で教員として基礎的・基本的な資質能力を習得した者（幼
稚園，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校，養護教諭のいずれかの教育職員免許状（一種）を有する
か，令和 6年 ３月までに取得見込の者）で次の各号のいずれかに該当する者

　⑴　大学を卒業した者および令和 6年 ３月までに卒業見込みの者
　⑵　学校教育法第１0４条第 ７項の規定により学士の学位を授与された者および令和 6年 ３月までに授与され
る見込みの者

　⑶　外国において，学校教育における１6年の課程を修了した者および令和 6年 ３月までに修了見込みの者
　⑷　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育
における１6年の課程を修了した者

　⑸　我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１6年の課程を修了した
とされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育施設において位置付けられた教育施設で
あって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

　⑹　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は関
係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定す
るものに限る）において，修業年限が ３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教
育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教
育制度において位置付けられた教育施設であって前号の文部科学大臣の指定を受けたものにおいて課程を
修了することを含む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者

　⑺　専修学校の専門課程（修学年数が ４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの
に限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

　⑻　文部科学大臣の指定した者（昭和２８年 ２ 月 ７ 日文部省告示第 ５号の規定による。）
　⑼　本大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者
で，２２歳に達した者

　（注 １）外国籍を有する入学志願者は，あらかじめ出願資格の確認を行いますので，下記期日までに志望す
る修学校へ，「出願手続」の「出願書類」（ ４～ ５頁）中の「履歴書」，「卒業（見込）証明書」及び「成
績証明書」のそれぞれのコピーを提出してください。

　　　　【前期募集】令和 ５年 ８月１7日（木）／【後期募集】令和 ５年１0月２５日（水）

　（注 ２）出願資格⑻の文部科学大臣の指定した者とは，次の者等を指します。
　　　・「教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）による小学校，中学校，高等学校若しくは幼稚園の教諭

若しくは養護教諭の専修免許状又は １種免許状を有する者で２２歳に達したもの」
　　　・「旧国立養護教諭養成所設置法（昭和４0年法律第１6号）による国立養護教諭養成所を卒業した者で，

教育職員免許法による中学校教諭若しくは養護教諭の専修免許状又は １種免許状を有するもの」
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　（注 ３）出願資格⑼については，「短期大学，高等専門学校，専修学校，各種学校の卒業者やその他の教育
施設修了者」などが対象です。

　　　　　これによって出願しようとする場合は，事前に「個別の入学資格審査」を行う必要がありますので，
下記期日までに志望する修学校に問い合わせてください。

　　　　※　資格審査の照会期限
　　　　　　【前期募集】令和 ５年 ８月１7日（木）／【後期募集】令和 ５年１0月２５日（水）
　　　　※　資格審査書類の提出期限
　　　　　　【前期募集】令和 ５年 ８月２4日（木）／【後期募集】令和 ５年１１月 １ 日（水）

　　　　　なお，個別の入学資格審査の可否については，下記期日に本人あてに通知します。
　　　　　【前期募集】令和 ５年 ９月 ６日（水）／【後期募集】令和 ５年１１月１６日（木）

　※　学外推薦制度について
　　　下記の出願資格にすべて該当する者は，学外推薦制度を利用して出願することができます。
　　①　教職課程を有する北海道教育大学以外の大学を令和 6年 ３月卒業見込みの者で，幼稚園，小学校，中

学校，高等学校，特別支援学校，養護教諭の １種免許状（教育職員免許法昭和２４年法律第１４７号）を取
得した者又は令和 6年 ３月までに取得見込みの者

　　②　学力成績が優秀であり，北海道教育大学大学院教育学研究科のアドミッションポリシーに合致してい
るとして，大学長（又は学部長）が責任を持って推薦する者

　　③　出願時の成績証明書で，優の科目の割合が全体の５0％以上（ ４段階評価の場合は，上位 ２段階の評価
の科目の割合が全体の５0％以上）である者

　　④　合格した場合，入学を確約できる者

4 　出　願　手　続
　　志願者は，出願に必要な書類及び入学検定料を取り揃え，必ず本学所定の封筒を使用し，出願受付期間中
に「志望する修学校」へ持参又は「書留・速達」便で郵送してください。

　⑴　出願書類
　　【全員が提出するもの】

書類等の名称 摘　　　　　　　　　　　　　　　　要

入 学 願 書 　※印欄は，記入しないでください。
　履歴に空白期間がないように記入してください。

受 験 票 ・ 写 真 票 　写真は，出願前 ３か月以内に撮影した上半身，正面向，脱帽のもの（縦 ４ cm×
横 ３ cm）を貼付してください（ ２枚同一のもの）。

入 学 検 定 料
（３0,000円）

　同封の「払込取扱票」に必要事項を記載し，ゆうちょ銀行（郵便局）で「３0,000
円」を払い込み，「郵便振替払込受付証明書（お客さま用）」を「受験票・写真票」
の裏に貼付してください。

卒業（見込）証明書 　出身大学長（大学卒業以外の者は，最終卒業学校長）が作成したものを提出して
ください。

成 績 証 明 書 　出身大学長（大学卒業以外の者は，最終卒業学校長）が作成し，厳封したものを
提出してください。

志 望 理 由 書 ・
研 究 計 画 書

　「研究計画書」の「 ２　研究に関わるこれまでの取り組み」については，現職教
員で学校教育における実践がない場合であっても，これまで取り組んできた研究活
動の成果について記入してください。

受験票等返信用封筒 　３５４円分の切手を貼付し，志願者の住所・氏名・郵便番号を記入してください。
あ て 名 票 　合格通知書が確実に配達される住所を記入してください。

教 育 職 員 免 許 状
（取得見込）証明書

　免許状を授与した都道府県教育委員会が作成したもの又は教育職員免許状のコ
ピー（裏面に単位数の記載のあるものは裏面のコピーも含む。）を提出してください。
　なお，免許状を取得見込の者は，出身大学が作成した教育職員免許状の取得見込
証明書を提出してください。
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　　【該当者のみ提出するもの】

　⑵　出願受付期間
　　　【前期募集】令和 ５年１0月１６日（月）～１0月２0日（金）　※消印有効
　　　【後期募集】令和 ６年 １月 4日（木）～ １月１１日（木）　※消印有効
　　　※　持参の場合受付けは，午前 ９時から午後 ５時まで（土・日曜日を除きます。）とします。

　⑶　出願先及び問い合わせ先

書類等の名称 提出該当者 摘　　　　　　　　　　　　　　　　要

履 歴 書 外 国 籍 を
有する出願者

　履歴に空白期間がないように記入してください。
　研究生歴等がある場合はもれなく記入してください。

所 属 長 の 推 薦 書 現職教員のみ

　学校等長が作成し，厳封したものを提出してください。
　推薦理由については，以下の観点を参照していただき，可能な
限り具体的事例なども挙げながら記入してください。
　観点 １）�協働遂行力：上司や同僚と協力して校務や校内研修な

どを熱心に推進しているか。
　観点 ２）�リーダー力：校内研修や生徒指導，学年経営などで，

リーダー的な役割を果たしているか。
　観点 ３）�学校課題俯瞰力：勤務校が抱えている課題を意識して，

校長・教頭などと連携して，他の教員とも力をあわせ
て，日々の教育実践に孜々として取り組んでいるか。

教 育 実 践 論 文 ・
研究業績等報告書

短期履修学生制
度希望者のみ

　発表した教育実践論文・記録又は研究業績等には下記に該当す
るものを記載（主要なもの ５点以内）し，記載した論文等の写し
を添付してください。（雑誌等の論文は雑誌名及び掲載論文の該
当箇所を添付）なお，英語以外の外国語で書かれた論文には，そ
の日本語訳（要約又は抄録等）も添付してください。
　提出する教育実践記録書・論文等
　・著　書
　・学会誌・紀要等に掲載された論文
　・商業誌等に掲載された論文・研究報告
　・教育研究集会・地区研究会等における研究報告
　・その他これらに準ずるもの

学位授与(取得見込)
証 明 書

出 願 資 格 ⑵
該 当 者 の み

　大学評価・学位授与機構が作成した学位授与証明書を提出して
ください。
　※出願資格⑴の大学を卒業した者は，提出不要です。

出 願 資 格 ⑹
該 当 者 の み

　学士相当の学位の取得（見込）を証明する書類（学位取得（見
込）証明書等）を提出してください。

住 民 票 該 当 者
　現に日本国内に在住している外国籍の方は，市区町村長の発行
する住民票（在留資格・期間が明記されているもの）を提出して
ください。

推 薦 書 学外推薦制度
志 願 者 の み

　必要事項を記入し，大学長又は学部長の証明印及び記載責任者
の自署・押印の上，厳封したものを提出してください。

（注）提出書類中，英語以外の外国語で書かれた証明書には，その日本語訳を添付してください。
　　　�「所属長の推薦書」，「志望理由書・研究計画書」及び「教育実践論文・研究業績等報告書」は，本学

のホームページ（https://www.hokkyodai.ac.jp）からダウンロードできますので，データを入力し，
印刷したものを提出することもできます。

修 学 校 名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 担　　　当 電　　　話
札 幌 校 00２-８５0２ 札幌市北区あいの里 ５条 ３丁目 １番 ５号 入 試 課 0１１-７７８-06５２
旭 川 校 0７0-８6２１ 旭川市北門町 ９丁目 教育支援グループ 0１66-５９-１２２５
釧 路 校 0８５-８５８0 釧路市城山 １丁目１５番５５号 教育支援グループ 0１５４-４４-３２３0
函 館 校 0４0-８５6７ 函館市八幡町 １番 ２号 教育支援グループ 0１３８-４４-４３７0
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　⑷　出願に当たっての留意事項等
　　ア　受け付けた出願書類及び入学検定料は，返還しません。
　　　　ただし，入学検定料を納入したが，出願しなかった者は，入試課入学試験グループ（電話0１１-７７８-

06５２）に申し出た場合には返還します。
　　イ　受験票は，下記期日までに発送します。
　　　　【前期募集】令和 ５年１１月 １ 日（水）／【後期募集】令和 ６年 １月１９日（金）
　　　　なお，受験票が下記までに到着しなかったときは，「志望校の担当課・グループ」へ電話で問い合わ

せてください。
　　　　【前期募集】令和 ５年１１月 6 日（月）／【後期募集】令和 6年 １月２３日（火）
　　ウ�　出願に当たっては，本学の教職大学院説明会にて教育課程等の説明をしていますので，参加すること

をお勧めします。（教職大学院説明会のご案内は，以下のURLから）
　　　　https://www.hokkyodai.ac.jp/exam/graduate/teaching_profession/outline/setumeikai.html

５ 　障がいがある等の入学志願者の事前相談
　　障がいがある等の理由で，受験上及び修学上の配慮を必要とする志願者もしくは不安を感じる志願者は，
出願の前に「志望校の担当課・グループ」へお申し出いただき，ご相談ください。
　　なお，これらの申し出は，適切な受験環境を整えるため，あるいは，入学後の修学環境を充実させること
を目的にしていますので，合否判定には一切影響はありません。
　　申し出に基づき，詳細な相談が必要となった場合は，原則として以下のように対応いたします。

　⑴　事前相談の時期
　　　【前期募集】令和 ５年１0月 6 日（金）まで／【後期募集】令和 ５年１２月 ８ 日（金）まで
　　　ただし，「代筆解答」希望者は，前期募集は令和 ５年 ８月２４日（木）まで，後期募集は令和 ５年 ９月２９
日（金）までとします。

　⑵　事前相談の方法
　　　相談の内容を記載した書類（健康診断書等，必要書類添付）を提出することとし，必要な場合には，本
学において志願者又はその立場を代弁し得る関係者等との面談等を行うことがあります。

６ 　選抜方法及び配点

7　学力検査日程
　⑴　学力検査日
　　　【前期募集】令和 ５年１１月１９日（日）／【後期募集】令和 ６年 １月２８日（日）

　⑵　試験会場
　　　志望した修学校の試験会場で受験してください（他の修学校の試験会場で受験することはできません）。

専　攻 選抜方法 選　抜　内　容 配　点

高度教職実践

小 論 文 「教育実践」に関するもの ２00点

口述試験
提出された書類に基づき，本大学院における研究計画，
目的，方法，これまでの教育実践及び研究上の成果等
や意欲を問います。

２00点
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８ 　学力検査の時間割
　　 小論文　　　 ９：00～１１：00
　　 口述試験　　１１：３0～１7：00

　（注 １）受験者が多い場合は，口述試験が「１７：00」を超えることがあります。
　（注 ２）試験開始時間は別途指示がある場合は，その指示によります。
　（注 ３）集合時間は，志望した修学校から別途指示します。
　（注 ４）口述試験は １人当たり２0分程度です。

９ 　合 格 者 発 表
　　【前期募集】令和 ５年１１月３0日（木）　午前 ９時／【後期募集】令和 ６年 ２月 7日（水）　午前 ９時

　⑴　合格者の発表は，文書によって本人あてに通知するとともに，合格者の受験番号を本学ホームページに
掲載します。

　　　　北海道教育大学ホームページアドレス　https://www.hokkyodai.ac.jp/
　　　　　※�　本学のホームページが表示されましたら，ブラウザの更新ボタンを押してから，合格者の受験

番号をご覧ください。

　⑵　合格者には，入学手続きに必要な書類を送付するとともに，書類提出期日等，必要な事項を通知します。
　　　なお，合否について，電話等による問い合わせには応じません。

１0　入　学　手　続
　⑴　入学手続期間
　　　令和 ６年 ３月 １日（金）～ ３月 7日（木）

　　　入学料等を「払込取扱票」によりゆうちょ銀行（郵便局）で支払い，「郵便振替払込証明書（お客さま用）」
を同封し，「書留・速達」便により，入学手続期間内に必ず到着するよう送付してください。

　　　※　持参の場合の受付けは，午前 ９時から午後 ５時まで（土・日曜日を除きます。）とします。

　⑵　納入金
　　　入学料　　２８２,000円

　　　　（注 １ �）上記の金額は，現行の金額であり，入学時に改定が行われた場合には，改定時から新たな金
額が適用されます。

　　　　（注 ２）入学料は，上記の入学手続期間内に納入してください。
　　　　（注 ３）納入した入学料は，返還しません。
　　　　（注 ４）減免及び徴収猶予の制度があります。詳細は，合格者あてに別途通知します。

１１　授　　業　　料
　　 授業料　　年額　５３５,８00円　（前期）２6７,９00円
　　　　　　　　　　　　　　　　（後期）２6７,９00円

　　　（注 １ �）上記の金額は，現行の金額であり，入学時及び在学中に改定が行われた場合には，改定時から
新たな金額が適用されます。

　　　（注 ２）前期分の授業料は，令和 6年 ５月に口座引落の方法でお支払いいただきます。
　　　（注 ３）減免及び徴収猶予の制度があります。詳細は，合格者あてに別途通知します。
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１２　現職教員を対象とした入学料減免
　　本学では，大学院に入学する現職教員に対する経済的支援策として，現職教員全員を対象とした入学料の
半額免除を実施します。

　（注）本制度の対象となる「現職教員」は，選抜区分の「現職教員」の定義とは異なります。詳細は，合格
者あてに別途通知します。

１３　長期履修学生制度
　　職業を有する等の事情により，定められた修業年限（ ２年）では，大学院の教育課程の履修が困難な者を
対象とした長期にわたる履修制度があります。職業を有する等とは，有職者（正規雇用，臨時雇用を問いま
せん。），家事，育児，介護等の事情により，フルタイム学生としての修学が困難な事情にあることをいいま
す。
　　この制度では， ２年間で設定されている教育課程を ４年間を上限として履修する計画を立て，長期履修学
生として在籍することが可能となり，長期履修学生として認められた場合の授業料は，履修期間にかかわら
ず，原則として ２年分の授業料の納入でよいことになります。
　　長期履修希望者は，入学手続き時又は在学 １年目の ２月１５日までに次の書類を提出し，許可を受ける必要
があります。
　　　①　長期履修申請書
　　　②　理由書
　　　③　在職証明書又は在職が確認できる書類（職業を有する者に限る。）
　　　④　履修計画書
　　　⑤　その他大学が必要と認める書類

１4　短期履修学生制度
　　北海道教育委員会及び札幌市教育委員会からの派遣教員を対象とし， ２年間で設定されている教育課程を
１年間に短縮して履修する制度です。短期履修学生制度適用に当たっては，「教育実践論文・研究業績等報
告書」を出願時に提出していただく必要があります。この制度適用の可否は，「教育実践研究論文・研究業
績等報告書」を基に判定します。短期履修学生として認められた場合は，授業料は原則として １年分の授業
料となります。また，入学前教育プログラム及び修了後フォローアッププログラムへの参加が必要です。
　　なお，入学後， １年間での修了が困難になった場合には，定められた修業年限（ ２年）への変更も可能で
す。この場合は，授業料は通常通りとなります。

１５　遠隔履修プログラム
　　北海道教育委員会からの派遣教員のうち，遠隔履修を認められた場合に，原則として授業（ゼミを含む）
等をオンラインで受講するプログラムです。したがって，オンラインで受講できる個人の通信環境の整備が
必要となります。ただし，本学で指定した科目や行事などは対面で行いますので，指定の会場に集合しての
受講となります。履修期間は，原則として ２年間です。 ２年次については，所属校に勤務しながら必要な単
位を修得するものとします。
　　なお，入学後， ２年間での修了が困難になった場合には，長期履修学生制度への変更も可能です。本制度
の詳細は，本学生募集要項の「１３　長期履修学生制度」（ ８ページ）をご確認ください。

１６　教員免許状取得特別プログラム
　　本学大学院教育学研究科（専門職学位課程）の各コースにおいて，長期在学制度を導入して教員免許状取
得特別プログラムを実施しています。
　　本プログラムは，中学校・高等学校の教員免許状（一種）所有者で小学校教員を目指している方，幼稚園・
小学校の教員免許状（一種）所有者で中学校教員を目指している方々等，学校種の違う教員免許状取得希望
者に，小学校又は中学校教諭免許状（専修免許）の取得を可能にするものです。
　　本プログラムは， ３年間で大学院の単位修得・実践論文等に加えて，小学校又は中学校教諭一種免許状に
対応した学部の教職課程を履修するもので，所定の単位を修得して大学院を修了した時には，小学校又は中
学校教諭専修免許状の所要資格が得られます。ただし，既存の長期履修制度とは異なるため，授業料は ３年
間分必要です。
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　　出願時に取得済または取得予定である教員免許状の種類により，大学院入学後に本プログラムで取得が必
要となる単位が異なりますので，本プログラムを希望する際には，取得が必要な単位数を自身で確認し，必
要に応じて，志望する修学校へ個別に相談することをお勧めします。（連絡先は， ５頁を参照）

　⑴　教員免許状取得特別プログラムの募集人数
　　　本プログラムで取得できる免許状と受講できる学生の募集人数は，以下のとおりです。

　⑵　申 請 資 格
　　　前期募集及び後期募集に出願した者。ただし，次のいずれかに該当する者は申請できません。
　　　①　昼間に学部の教職課程を履修できない者
　　　②�　取得を希望する学校種の免許状（二種又は他教科）を有する者又は令和 ５年 ３月までに取得見込み

の者

　⑶　申 請 期 間
　　　令和 ５年１0月１6日（月）～１0月２0日（金）　※消印有効〔前期募集の出願受付期間と同じ〕
　　　令和 6年 １月 ４日（木）～ １月１１日（木）　※消印有効〔後期募集の出願受付期間と同じ〕
　　　出願書類と一緒に提出してください。

　⑷　申　請　先
　　　 ５頁「出願先及び問い合わせ先」と同じ

　⑸　問い合わせ先
　　　北海道教育大学教育研究支援部　教育企画課　〒00２-８５0１　札幌市北区あいの里 ５条 ３丁目 １番 ３号
　　　　TEL：0１１-７７８-0３２0　　FAX：0１１-７７８-06３４　　E-mail：g-insien＠j.hokkyodai.ac.jp

　⑹　受講可否の決定方法
　　　本プログラムの受講可否の決定は，本大学院専門職学位課程の通常の入学試験とは別に，教職への関心
と意欲，適性等を審査します。

　　　なお，本プログラムの受講が不許可になっても，大学院専門職学位課程の入学者選抜試験の合格は取り
消されませんが，この場合は ３年ではなく，通常の修業年限（ ２年）となります（本プログラムによる教
員免許状の取得はできません）。

　　 １）選考日：【前期】令和 ５年１１月１９日（日）
　　　　　　　　【後期】令和 6年 １月２８日（日）
　　　　　　　　※各学力検査日と同日
　　　　・面　接　大学院学力検査終了後（口述試験終了後）に行う。

修学校
免許状 札幌校 旭川校 釧路校 函館校

小学校教諭一種免許状 若干人 若干人 若干人 若干人

中学校教諭
一種免許状

国 語 若干人 若干人 若干人 若干人
社 会 若干人 若干人 若干人 若干人
数 学 若干人 若干人 若干人 若干人
理 科 若干人 若干人 若干人 若干人
音 楽 若干人 若干人
美 術 若干人 若干人 若干人
保健体育 若干人 若干人 若干人
技 術 若干人 若干人
家 庭 若干人 若干人 若干人
英 語 若干人 若干人 若干人 若干人

※　取得できる免許状は，いずれか一つに限ります。
　�　また，前期募集時の申請状況によっては後期の募集をしないことがありますので，後期
募集で申請を希望する場合は，事前にお問い合わせください。
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　　 ２）選考会場：

　　 ３）選考結果発表日：【前期】令和 ５年１１月３0日（木）
　　　　　　　　　　　　【後期】令和 6年 ２月 ７日（水）
　　　　　　　　　　　　※各合格発表日と同日

　⑺　学生修業年限
　　　本プログラムの学生は，修業年限を ３年とします。
　　　なお，修学中途で本プログラムの受講中止を申請した場合には，通常 ２年の修業年限となります。

　⑻　授業料等の負担
　　　通常の授業料相当額を在学期間の間（ ３年間）納入することになります。
　　　　授業料　年額　５３５,８00円　（前期）　２6７,９00円
　　　　 　　　　　　　　　　　　（後期）　２6７,９00円

　⑼　本プログラムの授業開設
　　　本プログラムの学生は，基本的に大学院及び学部の既存の開設科目を履修しますが，新たに本プログラ
ムの学生だけの特別クラスを設ける科目もあります。また，本プログラムでは，小学校又は中学校教員免
許状取得に必要な教育実習の履修や介護等体験の受講が可能です。

　⑽　履修モデルの作成と学生の入学後の指導責任体制
　　　本プログラムでは，大学院の各コースの学生指導の実態と履修者の個別事情に合わせた履修モデルを作
成し，科目の履修方法等の学生指導に責任をもって当たります。

　⑾　入学後に修得すべき単位数
　　 １）一種免許状の取得に必要な学部の単位を ３年間で修得します。
　　 ２ ) 学部の教職課程で履修した単位がある場合は，修得単位数が控除される場合があります。
　　 ３ ) 高等学校又は幼稚園の教員免許のみを取得している人は，社会福祉施設などでの介護等体験が必要です。

１7　個人情報の取扱い
　⑴　本学は，「個人情報の保護に関する法律」等の法令を遵守するとともに，「個人情報保護に関する基本方
針」及び「国立大学法人北海道教育大学個人情報等取扱規則」を定め，個人情報の保護に取り組んでいま
す。関係規則等につきましては，本学のホームページをご覧ください。

　⑵　出願に当たってお知らせいただいた氏名，住所その他の個人情報は，①入学者選抜（出願処理，選抜実
施），②合格者発表，③入学手続き，④入学者選抜方法等に関する調査・研究業務，⑤これらに付随する
業務を行うために利用します。

　　　なお，④に関し，調査・研究結果の発表を行う場合，個人が特定できないように処理します。
　⑶　入学者の個人情報は，入学後の①教務関係業務（学籍管理，就学指導等），②学生支援関係業務（健康
管理，奨学金申請等），③授業料等に関する業務を行うために利用します。

　⑷　上記⑵及び⑶の業務を行うに当たっては，業務の全部又は一部を外部の事業者に委託することがありま
す。委託先に対しては，委託した業務を遂行するために必要となる限度で，お知らせいただいた個人情報
の全部又は一部を提供します。

志望した修学校 選考会場 所　在　地
札幌校 札幌校 札幌市北区あいの里 ５条 ３丁目 １番 ５号
旭川校 旭川校 旭川市北門町 ９丁目
釧路校 釧路校 釧路市城山 １丁目１５番５５号
函館校 函館校 函館市八幡町 １番 ２号
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１８　そ　　の　　他
　⑴　授業科目，教育職員免許状等については，１４頁以降の「大学院教育学研究科高度教職実践専攻（専門職
学位課程）概要」を参照してください。

　　　なお，【現職教員の教育課程の特色】及び【現職教員と連携協力校】については，下記を参照してくだ
さい。

　　【現職教員の教育課程の特色】
　　　現職教員大学院生の場合には，学校教育現場に生起する課題を中心に据え，その解決に向けて能動
的に授業に参加し，実習において解決策の実践と検証を行います。得られた成果は，当該勤務校のみ
ならず，研究会等を通じて広く情報を発信させることとなります。すなわち，「フィールドから出発，
フィールドに還元」ということを常に意識する教育課程としています。

　　【現職教員と連携協力校】
　　　現職教員大学院生の教育課程では，上に述べた課題について，実践的研究や事例収集を行わせるこ
ととしています。

　　　従って，現職教員大学院生が所属する勤務校においては，学校の業務に支障のない範囲で，大学院
生の研究及び実習を行うことについて，本学と協議のうえ連携協力校として協力願うこととなります
ので，所属長に充分理解を得られるよう留意願います。

　⑵　北海道・札幌市公立学校教員採用候補者選考検査による，教員採用候補者名簿登録者が，本学の教職大
学院へ進学する場合は，北海道・札幌市への本人の申し出により登録期間を １年間延長することができま
す。

　　（※登録期間の １年間延長：教員採用候補者名簿登録者は，通常，翌年度 １年間の登録期間が有効ですが，
本人の申し出により，更に １年間の延長が可能となり， ２年間修学に専念することができます。なお， ２
年間で修了後，教員に採用されることとなります。）

　⑶　北海道・札幌市公立学校教員採用候補者選考検査において，北海道採用希望の場合，教職大学院修了者
特別選考が行われ，教職大学院を修了している者又は教職大学院に在学中の者は，第一次検査が免除され
ます。

　　　詳細は，北海道教育委員会へご確認ください。
　　（令和 6年度（２0２４年度）の教員採用候補者選考検査より新設。札幌市採用の場合は特別選考は実施され
ません。）
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日本学生支援機構奨学金
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※　運行時刻等は，各自でお調べください。

試 験 会 場 位 置 図

札
幌
校

名　称　北海道教育大学札幌校
所在地　札幌市北区あいの里 ５条 ３丁目 １番 ５号
交通案内
○ＪＲ「学園都市線」の「あいの里教育大駅」から徒
歩約２0分（約１.４㎞）
　札幌駅→あいの里教育大駅　約３0分
○地下鉄－バス
　地下鉄南北線の「麻生駅」から中央バス「麻�あい
の里教育大線」で約３２分，「あいの里 ４条 ５丁目」
又は「教育大学前」下車，徒歩 ２分
　地下鉄東豊線の「栄町駅」から中央バス「栄�栄町・
教育大線」で約２７分，「教育大学前」下車，徒歩 ２分

旭
川
校

名　称　北海道教育大学旭川校
所在地　旭川市北門町 ９丁目
交通案内
○「ＪＲ旭川駅（駅前バスタッチのりば4）」から旭
川電気軌道バス（⑤旭町・春光線）で１５分，「旭町
２条１0丁目」下車，徒歩 ５分

○「 １条通 ８丁目（ １の ８のりば�）」から旭川電気
軌道バス（⑭旭町線）で１５分，「旭町 ２条１0丁目」
下車，徒歩 ５分
○「 １条通 ８丁目（ １の ８のりば�）」から旭川電気
軌道バス（�新橋・北門線）で１５分，「北門 ９丁目」
下車，徒歩 ５分

釧
路
校

釧路駅 至根室

釧
路
川
↓

至
根
室

Ｎ

城山十字路
久寿里橋

市役所

北海道教育大学釧路校
幣
舞
橋

国道
38
号線

国道
44
号線

釧路フィッシャー
マンズワーフMOO

名　称　北海道教育大学釧路校
所在地　釧路市城山 １丁目１５番５５号
交通案内
ＪＲ「釧路駅」からくしろバス（③武佐線，�別保線）
で１0分，「城山十字路」下車，徒歩 ４分

函
館
校

函館港

函館駅

五
稜
郭
駅

国
道
５
号
線

亀

Ｎ

北海道教育大学函館校

五稜郭公園
亀田
八幡宮

田

川

函館駅前

教育大学前

宮前町
教育大通

名　称　北海道教育大学函館校
所在地　函館市八幡町 １番 ２号
交通案内
○ＪＲ「函館駅」から函館バス（８２系統）で約１0分，「宮
前町」下車，徒歩１0分
○ＪＲ「函館駅」から函館バス（４７系統）で約２0分，「教
育大通」下車，徒歩１0分
○函館空港より車で約２５分
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令和 ５年度 大学院教育学研究科入学者選抜実施状況

専　　　攻 専　　　修 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
留学生 留学生 留学生 留学生 留学生

学 校 臨 床 心 理 学 校 臨 床 心 理 ９ － ２２ － ２１ － １４ － １４ －
高 度 教 職 実 践 高 度 教 職 実 践 ８0 － ７３ － ７１ － ７１ － 6８ －

合 計 ８９ － ９５ － ９２ － ８５ － ８２ －
※留学生数は内数で示す。

日本学生支援機構奨学金
　本学では，日本学生支援機構奨学生募集について，各キャンパスで周知しています。

◇　奨学金の種類と募集時期等（２0２３年度採用者）

　　【予約採用】
　　　　大学院入学前に奨学金を予約する制度です。
　　　　本学大学院に入学しようとする者に対して，令和 ５年 ８月～１0月頃に申込を受け付けています。
　　　　採用候補者として決定され，本学大学院に入学した場合に採用が決定します。

　　【定期採用】
　　　　毎年 ４月頃に本学の各キャンパスにおいて申込を受け付けています。

　　【緊急採用】
　　　　家計の急変（主たる家計支持者の失職，破産，事故，病気もしくは死亡等。又は火災，風水害等の災

害等）によって奨学金を緊急に必要とする者に対して，随時募集を行っています。

◇　本学の奨学生数

奨学金の種類 採用の種類 募集時期 貸　与　月　額
第一種奨学金
【無利子貸与】

定 期 採 用 ４　 月 ５万円又は ８万 ８千円緊 急 採 用 随 時
第二種奨学金
【有利子貸与】

定 期 採 用 ４　 月 ５万円・ ８万円・１0万円・１３万円・１５万円の ５
種類の中から選択緊 急 採 用 随 時

併 用 貸 与 　第一種奨学金申込みの学力基準を満たしており，経済的理由があれば，第一種奨
学金と第二種奨学金の両方の貸与を受けることができます。

入 学 時 特 別
増 額 貸 与

　第 １学年入学者で条件を満たす者に対して，希望により貸与月額の初回振込時に
１0～５0万円（１0万単位）の金額から選択して増額貸与を受けることができます。

令和 ５年 ３月 １日現在
学年・種別

校名
１　　　年 ２　　　年 計

第一種 第二種 第一種 第二種 第一種 第二種

札 幌 校
学 生 数 ２５ ３７ 6２
奨学生数 １ １ 6 0 ７ １
％ ８.0% １6.２% １２.９%

旭 川 校
学 生 数 １５ ８ ２３
奨学生数 0 １ ２ 0 ２ １
％ 6.７% ２５.0% １３.0%

釧 路 校
学 生 数 ９ ８ １７
奨学生数 0 0 １ 0 １ 0
％ 0.0% １２.５% ５.９%

函 館 校
学 生 数 6 ７ １３
奨学生数 0 0 ２ 0 ２ 0
％ 0.0% ２８.6% １５.４%

計
学 生 数 ５５ 60 １１５
奨学生数 １ ２ １１ 0 １２ ２
％ ５.５% １８.３% １２.２%

（学生数は令和 ４年１0月 １ 日現在）
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大学院教育学研究科高度教職実践専攻
（専門職学位課程）概要

１　目　　　　　的
　　学校現場における諸課題について，理論的・実践的研究を深め，教師としての使命を自覚し，学校全体を
俯瞰して課題解決にあたるための高度な専門的能力及び実践力の形成を図り，子ども理解力，学習指導力，
マネジメント力，連携・協働力及び実践的研究力を備えた人材を養成することを目的とします。

２ 　概　　　　　要
　　本専攻では，学校教育が抱える課題が複雑化・多様化する中で，これからの教員に求められる資質能力を，
子どもの成長・発達に関する理論を基盤として，児童生徒を深く理解し教育を実践する「子ども理解力」，
教科内容や教科指導に関する理論を基盤として，児童生徒の深い学びをデザインする「学習指導力」，マネ
ジメントに関する理論を基盤として，教育改革を推進する学校経営・運営を実行する「マネジメント力」，
同僚，行政，地域等と連携・協力し，学校課題の解決を組織的に推進する「連携・協働力」，学校現場の教
育課題を見いだし，関連する教育理論を活用しながら解決方法を構想し実行する「実践的研究力」の ５つに
定めています。このような基盤となる資質能力の形成に加えて，理論と実践を往還し，学校全体を視野に入
れながら具体的な課題を解決することを通して，教職経験に応じた自己の課題について探究し，地域や学校
でリーダーとして活躍する人材を育成します。また，「学校組織マネジメントコース」「教職キャリア形成・
研修デザインコース」「子ども理解・学級経営コース」「教科指導・授業開発コース」「特別支援教育コース」
「養護教育コース」の 6コースを設定しています。各コースのねらいと概要は以下の通りです。

コースのねらいと概要

【学校組織マネジメントコース】
　ミドルリーダーとしての経験をふまえて，今後学校管理職や地域の指導的立場として活躍する経営的資
質能力の形成を主眼とするコースです。学校の組織マネジメントに関する理論や高度な実践力を修得する
ことにより，修了後は学校経営や教育行政において管理職や指導的役割を果たす人材として，学校教育に
貢献していくことを目指します。教職経験が原則１0年以上の現職教員を対象としています。

【教職キャリア形成・研修デザインコース】
　現職教員としての実践経験を基盤として，学校や地域におけるミドルリーダーとしての力量形成に主眼
を置くコースです。研修のデザインや人材育成に関する理論や実践力を修得することにより，修了後は，
学校や地域の研究推進リーダー及び教育委員会等の指導者として，学校教育に貢献していくことを目指し
ます。教職経験が原則 ５年以上の現職教員を対象としています。

【子ども理解・学級経営コース】
　子ども理解や学級経営に関する力量形成に主眼を置くコースです。多種多様な成育歴，個性等をもった
子どもや子ども集団を支援するための理論や実践力を修得することにより，修了後は，子どものキャリア
やニーズに合わせた支援を行う専門家として，学校教育に貢献していくことを目指します。現職教員及び
学部直進者を対象としています。

【教科指導・授業開発コース】
　各教科の専門的指導及び教材開発に関する力量形成に主眼を置くコースです。多様な子どもの学びを展
開する教育実践力，自らの実践を省察し，自律的に改善・向上していく力を修得することにより，修了後
は，チーム学校の一員として学校教育に貢献していくことを目指します。現職教員及び学部直進者を対象
としています。
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【特別支援教育コース】
　配慮を必要とする多様な子どもに対する専門的な支援に関する資質能力の向上に主眼を置くコースで
す。修了後は，障害のある子どもの生活や学習上の困難を改善・克服する専門家として，特別支援学校・
学級の教育や学校等におけるインクルーシブ教育の推進に貢献することを目指します。現職教員及び学部
直進者を対象としています。

【養護教育コース】
　子どもの健康を支える保健・健康教育活動等の実践力に関する資質能力の向上に主眼を置くコースで
す。保健管理や保健教育，健康相談，保健室経営，保健組織活動に関する専門的実践力を修得することに
より，修了後は，子どもの心身の健康問題に対応する専門家として，学校教育に貢献していくことを目指
します。現職教員及び学部直進者を対象としています。

３ 　授　業　方　法
　　本専攻では，教育委員会からの派遣以外の現職教員が働きながら大学院へ通うことができるよう，平日の
夜間（１８：00～２１：１0）と土曜日（ ９：00～１７：５0）の昼間に授業を開講しています。教育課程は，各コー
スの特色に応じて共通 ５領域の履修内容を重点化した「共通科目」を基礎とし，「コース科目（専門科目，
プロジェクト科目，演習科目）」を積み上げる形での学修を構想しています。特に，専門科目は，各コース
の専門性を深めるだけではなく，「実習科目」や「プロジェクト科目」と連携し，理論と実践を往還しなが
ら議論を展開できるようにしています。本専攻は，クォーター（ ４学期）制をとっており， ８回分の授業を
一つのまとまりとして構成しています。これにより，授業科目のテーマを幅広く設定し，開設区分の特色に
対応した専門的な授業科目を数多く履修できるようにしています。開講する授業には， ４修学校をオンライ
ンで結んだ授業科目と，修学校内で開設される授業科目があり，それぞれの授業科目の位置づけに合わせて
時間割に配置し，全てのコースの学生が履修しやすいよう工夫しています。また，多くの授業において，修
学校内の現職教員と学部直進者等の交流のみならず，他修学校の現職教員や学部直進者等との交流が活発に
行われます。それにより，各地域の教育課題を理解することに加え，キャリアの異なる様々な学生相互の対
話や交流を基盤とした協働的な学びの場を創造しています。
　　さらに，令和 6年度入学生より，北海道教育委員会から派遣され「教育方法の特例措置としての遠隔履修
派遣」を認められた現職教員においては，授業（ゼミを含む）等をオンラインで受講することを可能とし，
広大な北海道で活躍している現職教員が，勤務校を拠点として修学できるよう学びの多様化を図っています。

4 　実　　　　　習
　　本専攻では，学部直進者等もしくは現職教員に関わらず，「教育実践研究実習Ⅰ」（ ５単位）及び「教育実
践研究実習Ⅱ」（ ５単位），計１0単位の実習を設定しています。ただし，現職教員(派遣教員及び派遣以外の
教員)については，審査の上，「教育実践研究実習Ⅰ」の ５単位分を免除することができます。本専攻におけ
る実習は，常に学校現場と大学とを行き来しながら，各自の課題を探究し，検証し，修正を加えて再度検証
するなど，理論と実践の往還的な学びが実現できるよう通年で行うように配置しています。

学部直進者等 派遣以外の教員 派遣の教員

教
育
実
践
研
究
実
習
Ⅰ

履 修 時 期 １年次 １年次
単 位 ５単位 ５単位（審査の上，免除）

時 期 ５月～１２月：１８0ｈ
授業時間外の学習時間：４５h

５ 月～１２月：１８0ｈ
授業時間外の学習時間：４５h

内 容 １日 6ｈ×３0日分 １日 ３ｈ×60日分
実 習 校 附属学校 勤務校

事前事後指導 （第 １・ ２クォーター １ｈ，第 ３・ ４クォーター ３ｈ）
※実習の１８0ｈに含まれる
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　⑴　学部直進者等の実習
　　　学部直進者等の実習は，原則として，「教育実践研究実習Ⅰ」を附属学校，「教育実践研究実習Ⅱ」を連
携協力校で実施します（ただし，特別支援教育コースのみ，附属特別支援学校が設置されていないキャン
パスにおいては，北海道立特別支援学校において両実習を行います）。「教育実践研究実習Ⅰ」は，附属学
校における配属学級の指導教員へのジョブシャドーイング等を通して，学校課題を俯瞰するとともに，自
らの実践課題を明確化することを目標とします。「教育実践研究実習Ⅱ」は，実習Ⅰで明確化した自己課
題を踏まえ，連携協力校における配属学級の指導教員へのジョブシャドーイング等を行い，自らの課題解
決のための方途を明確化することを目標とします。

　⑵　教育委員会派遣以外の現職教員
　　　教育委員会の派遣以外の現職教員の実習は，原則として勤務校で行います。勤務時間外に実習するため，

１日 ３時間の実習を60日間にかけて行います。勤務校における自らの実践を省察しながら，新たな課題を
明らかにし，課題解決を図るための具体的方策やチームで取り組む同僚性等について検討し，今後の学校
改善に向けて研究を推進することを目標とします。

　⑶　教育委員会派遣の現職教員
　　　教育委員会派遣の現職教員の実習は，北海道教育委員会及び札幌市教育委員会との連携による連携協力
校において，原則として １年次に「教育実践研究実習Ⅱ」を実施します。

　　　�①短期履修学生制度適用者は，原則として １年間の修学となることから，各教員の研究テーマと連携協
力校の課題等を踏まえ，可能な限りテーマに即した実習校での実習を通して，課題解決を図るための具
体的方策等について検討し，今後の学校改善に向けて研究を推進することを目標とします。

　　　�②遠隔履修プログラム適用者は，勤務校における自らの実践を省察しながら，新たな課題を明らかにし，
課題解決を図るための具体的方策等について検討し，今後の学校改善に向けて研究を推進することを目
標とします。

教
育
実
践
研
究
実
習
Ⅱ

履 修 時 期 ２年次 １年次
単 位 ５単位

時 期 ５月～１２月：１８0ｈ
授業時間外の学習時間４５ｈ

内 容 １日 6ｈ×３0日分 １日 ３ｈ×60日分 １日 6ｈ×３0日分

実 習 校 連携協力校 勤務校
短期履修学生制度適用者：
連携協力校
遠隔履修プログラム適用者：
勤務校

事前事後指導 （第 １・ ２クォーター １ｈ，第 ３・ ４クォーター ３ｈ）
※実習の１８0ｈに含まれる

※派遣及び派遣以外の教員については，教育実践研究実習Ⅰを審査の上免除できる。
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専攻・専修 教育職員免許状の種類 免許教科・領域

高
度
教
職
実
践
専
攻

高度教職実践専修

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状 国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，
保健，技術，家庭，職業，外国語（英語）

高等学校教諭専修免許状
国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，
工芸，書道，保健体育，保健，家庭，情報，農業，
工業，外国語（英語）

幼稚園教諭専修免許状

特別支援学校教諭専修免許状 知的障害者に関する教育，肢体不自由者に関する教
育，病弱者に関する教育

養護教諭専修免許状

５ 　教育職員免許状
　　本専攻において，教育職員免許法及び同施行規則に定める所要の単位を修得したときは，次に示す教育職
員免許状授与の所要資格を得ることができます。
　　ただし，取得しようとする免許状の １種免許状を有することが条件となります。
　　なお，教員経験年数及び他教科の免許状所持による単位修得で １種免許状を取得した者は専修免許状を取
得出来ない場合があります。
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コース・修学校別　開設授業科目一覧（予定）
学校組織マネジメントコース

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

共　
　
　

通　
　
　

科　
　
　

目

共通必修科目

今日的学力・能力観とカリキュラム・
マネジメント 〇 〇 〇 〇

インクルーシブ教育の理念と教育課程 〇 〇 〇 〇

ＩＣＴを活用した教育の実践と課題 〇 〇 〇 〇

アクティブ・ラーニングの理論と実践 〇 〇 〇 〇

特別支援教育の視点からの学習指導 〇 〇 〇 〇

子どもの発達と学習 〇 〇 〇 〇

教育相談の理論と実際 〇 〇 〇 〇

生徒指導の実際と今日的課題 〇 〇 〇 〇

学級・学年経営の理論と実践 〇 〇 〇 〇

学校危機管理の実際と課題 〇 〇 〇 〇
教師のメンタルヘルスとエンパワメン
ト 〇 〇 〇 〇
学校における組織的な人材育成と授業
改善 〇 〇 〇 〇

コース必修
科目

学校組織マネジメントの理論 〇 〇 〇 〇

管理職に求められるリーダーシップ 〇 〇 〇 〇

学校運営と教育法規 〇 〇 〇 〇

教員の働き方と校務の効率化 〇 〇 〇 〇

大学指定科目
教育実践研究へのアプローチ 〇 〇 〇 〇

北海道の教育課題解決へのアプローチ 〇 〇 〇 〇

北海道教育大学の
特色ある領域科目

地域性を生かした総合的な学習 〇 〇 〇 〇

道徳教育の理論と実践 〇 〇 〇 〇

プログラミング教育の実践と課題 〇 〇 〇 〇

へき地・小規模校の実際と課題 〇 〇 〇 〇

教育情報資源と学びの環境・指導 〇 〇 〇 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅰ 〇 〇 〇 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅱ 〇 〇 〇 〇

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目

学校組織マネジメントの実践的展開 〇 〇 〇 〇

学校経営戦略の分析と策定 〇 〇 〇 〇

社会に開かれた学校 〇 〇 〇 〇

教育行政マネジメントの理論と実際 〇 〇 〇 〇

学校事務の職務と連携方策 〇 〇 〇 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇 〇

校務の情報化推進の理論と実践 〇 〇 〇 〇
校種間接続カリキュラム構築の理論と
実践 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。

教職キャリア形成・研修デザインコース

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

共　
　
　

通　
　
　

科　
　
　

目

共通必修科目

今日的学力・能力観とカリキュラム・
マネジメント 〇 〇 〇 〇

インクルーシブ教育の理念と教育課程 〇 〇 〇 〇

ＩＣＴを活用した教育の実践と課題 〇 〇 〇 〇

アクティブ・ラーニングの理論と実践 〇 〇 〇 〇

特別支援教育の視点からの学習指導 〇 〇 〇 〇

子どもの発達と学習 〇 〇 〇 〇

教育相談の理論と実際 〇 〇 〇 〇

生徒指導の実際と今日的課題 〇 〇 〇 〇

学級・学年経営の理論と実践 〇 〇 〇 〇

学校危機管理の実際と課題 〇 〇 〇 〇
教師のメンタルヘルスとエンパワメン
ト 〇 〇 〇 〇
学校における組織的な人材育成と授業
改善 〇 〇 〇 〇

コース必修
科目

教師としてのキャリア・デザイン 〇 〇 〇 〇
学校運営におけるミドルリーダーの役
割と課題 〇 〇 〇 〇

授業研究の理論と実践 〇 〇 〇 〇
カリキュラム・マネジメントのための
データの分析と活用 〇 〇 〇 〇

大学指定科目
教育実践研究へのアプローチ 〇 〇 〇 〇

北海道の教育課題解決へのアプローチ 〇 〇 〇 〇

北海道教育大学の
特色ある領域科目

地域性を生かした総合的な学習 〇 〇 〇 〇

道徳教育の理論と実践 〇 〇 〇 〇

プログラミング教育の実践と課題 〇 〇 〇 〇

へき地・小規模校の実際と課題 〇 〇 〇 〇

教育情報資源と学びの環境・指導 〇 〇 〇 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅰ 〇 〇 〇 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅱ 〇 〇 〇 〇

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目

教師の実践研究ネットワークの形成 〇 〇 〇 〇

学級・授業づくりを通した教師支援 〇 〇 〇 〇

学校と教員の文化 〇 〇 〇 〇

校内研修デザインの理論と実践Ⅰ 〇 〇 〇 〇

校内研修デザインの理論と実践Ⅱ 〇 〇 〇 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇 〇

校務の情報化推進の理論と実践 〇 〇 〇 〇
校種間接続カリキュラム構築の理論と
実践 〇 〇 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇 〇 〇

教育相談のケース・スタディ 〇 〇

生徒指導のケース・スタディ 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。
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子ども理解・学級経営コース

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

共　
　
　

通　
　
　

科　
　
　

目

共通必修科目

今日的学力・能力観とカリキュラム・
マネジメント 〇 〇 〇 〇

インクルーシブ教育の理念と教育課程 〇 〇 〇 〇

ＩＣＴを活用した教育の実践と課題 〇 〇 〇 〇

アクティブ・ラーニングの理論と実践 〇 〇 〇 〇

特別支援教育の視点からの学習指導 〇 〇 〇 〇

子どもの発達と学習 〇 〇 〇 〇

教育相談の理論と実際 〇 〇 〇 〇

生徒指導の実際と今日的課題 〇 〇 〇 〇

学級・学年経営の理論と実践 〇 〇 〇 〇

学校危機管理の実際と課題 〇 〇 〇 〇
教師のメンタルヘルスとエンパワメン
ト 〇 〇 〇 〇
学校における組織的な人材育成と授業
改善 〇 〇 〇 〇

コース必修
科目

子どもと教師の関係づくり 〇 〇 〇 〇

子どもの問題行動の実際と実践的対応 〇 〇 〇 〇

学級経営の実際と課題Ⅰ 〇 〇 〇 〇

学級経営の実際と課題Ⅱ 〇 〇 〇 〇

大学指定科目
教育実践研究へのアプローチ 〇 〇 〇 〇

北海道の教育課題解決へのアプローチ 〇 〇 〇 〇

北海道教育大学の
特色ある領域科目

地域性を生かした総合的な学習 〇 〇 〇 〇

道徳教育の理論と実践 〇 〇 〇 〇

プログラミング教育の実践と課題 〇 〇 〇 〇

へき地・小規模校の実際と課題 〇 〇 〇 〇

教育情報資源と学びの環境・指導 〇 〇 〇 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅰ 〇 〇 〇 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅱ 〇 〇 〇 〇

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目

子どもと社会 〇 〇 〇 〇

キャリア教育の実際と課題 〇 〇 〇

授業における子どもの行動と心理 〇 〇 〇

子ども理解のためのアセスメント 〇 〇

学級経営と授業づくり 〇 〇 〇 〇

道徳を基盤とした学級経営 〇 〇 〇
現代的課題に対応した学びのコミュニ
ティづくり 〇 〇 〇 〇

教育課程編成と学級経営 〇 〇 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇 〇

幼保小の連携と生活科教育 〇 〇 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇 〇 〇

教育相談のケース・スタディ 〇 〇

生徒指導のケース・スタディ 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。
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教科指導・授業開発コース（共通）

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

共　
　
　

通　
　
　

科　
　
　

目

共通必修科目

今日的学力・能力観とカリキュラム・
マネジメント 〇 〇 〇 〇

インクルーシブ教育の理念と教育課程 〇 〇 〇 〇

ＩＣＴを活用した教育の実践と課題 〇 〇 〇 〇

アクティブ・ラーニングの理論と実践 〇 〇 〇 〇

特別支援教育の視点からの学習指導 〇 〇 〇 〇

子どもの発達と学習 〇 〇 〇 〇

教育相談の理論と実際 〇 〇 〇 〇

生徒指導の実際と今日的課題 〇 〇 〇 〇

学級・学年経営の理論と実践 〇 〇 〇 〇

学校危機管理の実際と課題 〇 〇 〇 〇
教師のメンタルヘルスとエンパワメン
ト 〇 〇 〇 〇
学校における組織的な人材育成と授業
改善 〇 〇 〇 〇

コース必修
科目

授業デザインの基礎 〇 〇 〇 〇

教科等横断的な視点に立った授業開発 〇 〇 〇 〇

学習評価の理論と実際 〇 〇 〇 〇

総合的な学習の時間の実践と課題 〇 〇 〇 〇

大学指定科目
教育実践研究へのアプローチ 〇 〇 〇 〇

北海道の教育課題解決へのアプローチ 〇 〇 〇 〇

北海道教育大学の
特色ある領域科目

地域性を生かした総合的な学習 〇 〇 〇 〇

道徳教育の理論と実践 〇 〇 〇 〇

プログラミング教育の実践と課題 〇 〇 〇 〇

へき地・小規模校の実際と課題 〇 〇 〇 〇

教育情報資源と学びの環境・指導 〇 〇 〇 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅰ 〇 〇 〇 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅱ 〇 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。

国語科教育分野

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目
（国語科教育）

教科教育研究の理論（国語科教育）Ⅰ 〇 △ 〇 〇

教科教育研究の理論（国語科教育）Ⅱ 〇 △ 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（国語科教
育）Ⅰ 〇 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（国語科教
育）Ⅱ 〇 〇 〇 〇

教科内容の体系（国語科教育）Ⅰ 〇 △ 〇 〇

教科内容の体系（国語科教育）Ⅱ 〇 △ 〇 〇
教科内容研究（国語科教育国語学分野）
Ⅰ 〇
教科内容研究（国語科教育国語学分野）
Ⅱ 〇
教科内容研究（国語科教育国語学分野）
Ⅲ 〇
教科内容・教材開発（国語科教育国語
学分野）Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（国語科教育国語
学分野）Ⅱ 〇
教科内容・教材開発（国語科教育国語
学分野）Ⅲ 〇
教科内容研究（国語科教育国文学分野）
Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（国語科教育国文
学分野）Ⅰ 〇
教科内容研究（国語科教育漢文学分野）
Ⅰ 〇
教科内容研究（国語科教育漢文学分野）
Ⅱ 〇
教科内容・教材開発（国語科教育漢文
学分野）Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（国語科教育漢文
学分野）Ⅱ 〇
教科内容研究（国語科教育書道分野）
Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（国語科教育書道
分野）Ⅰ 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇 〇

幼保小の連携と生活科教育 〇 〇 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。
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社会科教育分野

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目
（社会科教育）

教科教育研究の理論（社会科教育）Ⅰ 〇 〇 〇

教科教育研究の理論（社会科教育）Ⅱ 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（社会科教
育）Ⅰ 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（社会科教
育）Ⅱ 〇 〇 〇

教科内容の体系（社会科教育）Ⅰ 〇 〇 〇

教科内容の体系（社会科教育）Ⅱ 〇 〇 〇
教科内容研究（社会科教育歴史学分野）
Ⅰ 〇 〇 〇
教科内容研究（社会科教育歴史学分野）
Ⅱ 〇
教科内容研究（社会科教育歴史学分野）
Ⅲ 〇
教科内容・教材開発（社会科教育歴史
学分野）Ⅰ 〇 〇 〇
教科内容・教材開発（社会科教育歴史
学分野）Ⅱ 〇
教科内容・教材開発（社会科教育歴史
学分野）Ⅲ 〇
教科内容研究（社会科教育地理学分野）
Ⅰ 〇 〇
教科内容研究（社会科教育地理学分野）
Ⅱ 〇
教科内容・教材開発（社会科教育地理
学分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容・教材開発（社会科教育地理
学分野）Ⅱ 〇
教科内容研究（社会科教育法律学分野）
Ⅰ 〇 〇 〇
教科内容・教材開発（社会科教育法律
学分野）Ⅰ 〇 〇 〇
教科内容研究（社会科教育社会学・経
済学分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容研究（社会科教育社会学・経
済学分野）Ⅱ 〇
教科内容・教材開発（社会科教育社会
学・経済学分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容・教材開発（社会科教育社会
学・経済学分野）Ⅱ 〇
教科内容研究（社会科教育哲学・倫理
学分野）Ⅰ 〇
教科内容研究（社会科教育哲学・倫理
学分野）Ⅱ 〇 〇 〇
教科内容・教材開発（社会科教育哲
学・倫理学分野）Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（社会科教育哲
学・倫理学分野）Ⅱ 〇 〇 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇

幼保小の連携と生活科教育 〇 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。

数学教育分野

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目
（数学教育）

教科教育研究の理論（算数・数学科教
育）Ⅰ 〇 〇 〇 〇
教科教育研究の理論（算数・数学科教
育）Ⅱ 〇 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（算数・数
学科教育）Ⅰ 〇 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（算数・数
学科教育）Ⅱ 〇 〇 〇 〇
教科内容の体系（算数・数学科教育）
Ⅰ 〇 〇 〇
教科内容の体系（算数・数学科教育）
Ⅱ 〇 〇 〇
教科内容研究（算数・数学科教育代数
学分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容・教材開発（算数・数学科教
育代数学分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容研究（算数・数学科教育幾何
学分野）Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（算数・数学科教
育幾何学分野）Ⅰ 〇
教科内容研究（算数・数学科教育解析
学分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容研究（算数・数学科教育解析
学分野）Ⅱ 〇 〇
教科内容・教材開発（算数・数学科教
育解析学分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容・教材開発（算数・数学科教
育解析学分野）Ⅱ 〇 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇 〇

幼保小の連携と生活科教育 〇 〇 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。
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理科教育分野

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目
（理科教育）

教科教育研究の理論（理科教育）Ⅰ 〇 〇 〇

教科教育研究の理論（理科教育）Ⅱ 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（理科教育）
Ⅰ 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（理科教育）
Ⅱ 〇 〇 〇

教科内容の体系（理科教育）Ⅰ 〇 〇

教科内容の体系（理科教育）Ⅱ 〇 〇
教科内容研究（理科教育物理学分野）
Ⅰ 〇
教科内容研究（理科教育物理学分野）
Ⅱ 〇
教科内容研究（理科教育物理学分野）
Ⅲ 〇 〇
教科内容・教材開発（理科教育物理学
分野）Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（理科教育物理学
分野）Ⅱ 〇
教科内容・教材開発（理科教育物理学
分野）Ⅲ 〇 〇

教科内容研究（理科教育化学分野）Ⅰ 〇 〇

教科内容研究（理科教育化学分野）Ⅱ 〇

教科内容研究（理科教育化学分野）Ⅲ ☆
教科内容・教材開発（理科教育化学分
野）Ⅰ 〇 〇
教科内容・教材開発（理科教育化学分
野）Ⅱ 〇
教科内容・教材開発（理科教育化学分
野）Ⅲ ☆
教科内容研究（理科教育生物学分野）
Ⅰ 〇 〇
教科内容研究（理科教育生物学分野）
Ⅱ 〇 〇
教科内容研究（理科教育生物学分野）
Ⅲ 〇 〇
教科内容・教材開発（理科教育生物学
分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容・教材開発（理科教育生物学
分野）Ⅱ 〇 〇
教科内容・教材開発（理科教育生物学
分野）Ⅲ 〇 〇

教科内容研究（理科教育地学分野）Ⅰ 〇 〇 〇

教科内容研究（理科教育地学分野）Ⅲ 〇
教科内容・教材開発（理科教育地学分
野）Ⅰ 〇 〇 〇
教科内容・教材開発（理科教育地学分
野）Ⅲ 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇

幼保小の連携と生活科教育 〇 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。

音楽科教育分野

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目
（音楽科教育）

教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅱ 〇 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（音楽科教
育）Ⅰ 〇 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（音楽科教
育）Ⅱ 〇 〇 〇 〇

教科内容の体系（音楽科教育）Ⅰ 〇 〇

教科内容の体系（音楽科教育）Ⅱ 〇 〇
教科内容研究（音楽科教育声楽分野）
Ⅰ △
教科内容研究（音楽科教育声楽分野）
Ⅱ 〇
教科内容・教材開発（音楽科教育声楽
分野）Ⅰ △
教科内容・教材開発（音楽科教育声楽
分野）Ⅱ 〇
教科内容研究（音楽科教育器楽分野）
Ⅰ 〇
教科内容研究（音楽科教育器楽分野）
Ⅱ 〇
教科内容・教材開発（音楽科教育器楽
分野）Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（音楽科教育器楽
分野）Ⅱ 〇
教科内容研究（音楽科教育音楽学分野）
Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（音楽科教育音楽
学分野）Ⅰ 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇 〇

幼保小の連携と生活科教育 〇 〇 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。



－　－２３

美術科教育分野

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目
（美術科教育）

教科教育研究の理論（図画工作・美術
科教育）Ⅰ 〇 〇 〇 〇
教科教育研究の理論（図画工作・美術
科教育）Ⅱ 〇 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（図画工
作・美術科教育）Ⅰ 〇 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（図画工
作・美術科教育）Ⅱ 〇 〇 〇 〇
教科内容の体系（図画工作・美術科教
育）Ⅰ 〇 〇 〇
教科内容の体系（図画工作・美術科教
育）Ⅱ 〇 〇 〇
教科内容研究（図画工作・美術科教育
絵画分野）Ⅰ 〇 〇 〇
教科内容・教材開発（図画工作・美術
科教育絵画分野）Ⅰ 〇 〇 〇
教科内容研究（図画工作・美術科教育
彫刻分野）Ⅰ △
教科内容研究（図画工作・美術科教育
彫刻分野）Ⅱ 〇
教科内容・教材開発（図画工作・美術
科教育彫刻分野）Ⅰ △
教科内容・教材開発（図画工作・美術
科教育彫刻分野）Ⅱ 〇
教科内容研究（図画工作・美術科教育
デザイン分野）Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（図画工作・美術
科教育デザイン分野）Ⅰ 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇 〇

幼保小の連携と生活科教育 〇 〇 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。

保健体育科教育分野

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目
（保健体育科
教育）

教科教育研究の理論（保健体育科教育）
Ⅰ 〇 〇 〇
教科教育研究の理論（保健体育科教育）
Ⅱ 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（保健体育
科教育）Ⅰ 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（保健体育
科教育）Ⅱ 〇 〇 〇

教科内容の体系（保健体育科教育）Ⅰ 〇 〇 〇

教科内容の体系（保健体育科教育）Ⅱ 〇 〇 〇
教科内容研究（保健体育科教育体育学
分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容・教材開発（保健体育科教育
体育学分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容研究（保健体育科教育運動学
分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容・教材開発（保健体育科教育
運動学分野）Ⅰ 〇 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇 〇

幼保小の連携と生活科教育 〇 〇 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。



－　－２４

技術科教育分野

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目
（技術科教育）

教科教育研究の理論（技術科教育）Ⅰ 〇 〇

教科教育研究の理論（技術科教育）Ⅱ 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（技術科教
育）Ⅰ 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（技術科教
育）Ⅱ 〇 〇

教科内容の体系（技術科教育）Ⅰ 〇 〇

教科内容の体系（技術科教育）Ⅱ 〇 〇
教科内容研究（技術科教育木材加工分
野）Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（技術科教育木材
加工分野）Ⅰ 〇
教科内容研究（技術科教育機械分野）
Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（技術科教育機械
分野）Ⅰ 〇
教科内容研究（技術科教育電気分野）
Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（技術科教育電気
分野）Ⅰ 〇
教科内容研究（技術科教育栽培分野）
Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（技術科教育栽培
分野）Ⅰ 〇
教科内容研究（技術科教育情報分野）
Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（技術科教育情報
分野）Ⅰ 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇

幼保小の連携と生活科教育 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。

家庭科教育分野

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目
（家庭科教育）

教科教育研究の理論（家庭科教育）Ⅰ 〇 〇 〇

教科教育研究の理論（家庭科教育）Ⅱ 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（家庭科教
育）Ⅰ 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（家庭科教
育）Ⅱ 〇 〇 〇

教科内容の体系（家庭科教育）Ⅰ 〇 〇 〇

教科内容の体系（家庭科教育）Ⅱ 〇 〇 〇
教科内容研究（家庭科教育食物学分野）
Ⅰ 〇
教科内容研究（家庭科教育食物学分野）
Ⅱ 〇
教科内容・教材開発（家庭科教育食物
学分野）Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（家庭科教育食物
学分野）Ⅱ 〇
教科内容研究（家庭科教育被服学分野）
Ⅰ 〇 〇
教科内容・教材開発（家庭科教育被服
学分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容研究（家庭科教育家政一般分
野）Ⅰ 〇 〇
教科内容・教材開発（家庭科教育家政
一般分野）Ⅰ 〇 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇

幼保小の連携と生活科教育 〇 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。



－　－２５

英語科教育分野

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目
（英語科教育）

教科教育研究の理論（英語科教育）Ⅰ 〇 〇 〇

教科教育研究の理論（英語科教育）Ⅱ 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（英語科教
育）Ⅰ 〇 〇 〇 〇
教科教育研究の実践と展開（英語科教
育）Ⅱ 〇 〇 〇 〇

教科内容の体系（英語科教育）Ⅰ 〇 〇 〇

教科内容の体系（英語科教育）Ⅱ 〇 〇 〇
教科内容研究（英語科教育英語学分野）
Ⅰ 〇 〇 〇
教科内容・教材開発（英語科教育英語
学分野）Ⅰ 〇 〇 〇
教科内容研究（英語科教育英米文学分
野）Ⅰ 〇
教科内容・教材開発（英語科教育英米
文学分野）Ⅰ 〇
教科内容研究（英語科教育英語コミュ
ニケーション分野）Ⅰ 〇 〇
教科内容・教材開発（英語科教育英語
コミュニケーション分野）Ⅰ 〇 〇
保護者・地域住民・関係機関等との協
働体制づくり 〇 〇 〇 〇

いじめに関する理論と指導の実際 〇 〇 〇 〇

学校教育の現代的課題とその対応 〇 〇 〇 〇

幼保小の連携と生活科教育 〇 〇 〇 〇

学校における外国語教育の推進 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。



－　－２6

特別支援教育コース

科目区分 授　業　科　目　名
開設校一覧

札幌 旭川 釧路 函館

共　
　
　

通　
　
　

科　
　
　

目

共通必修科目

今日的学力・能力観とカリキュラム・
マネジメント 〇 〇 〇 〇

インクルーシブ教育の理念と教育課程 〇 〇 〇 〇

ＩＣＴを活用した教育の実践と課題 〇 〇 〇 〇

アクティブ・ラーニングの理論と実践 〇 〇 〇 〇

特別支援教育の視点からの学習指導 〇 〇 〇 〇

子どもの発達と学習 〇 〇 〇 〇

教育相談の理論と実際 〇 〇 〇 〇

生徒指導の実際と今日的課題 〇 〇 〇 〇

学級・学年経営の理論と実践 〇 〇 〇 〇

学校危機管理の実際と課題 〇 〇 〇 〇
教師のメンタルヘルスとエンパワメン
ト 〇 〇 〇 〇
学校における組織的な人材育成と授業
改善 〇 〇 〇 〇

コース必修
科目

特別支援教育の教育課程と授業の在り
方 〇 〇 〇 〇
特別支援教育における教育相談と保護
者支援 〇 〇 〇 〇
特別支援教育コーディネーターの役割
と課題Ⅰ 〇 〇 〇 〇
特別支援教育コーディネーターの役割
と課題Ⅱ 〇 〇 〇 〇

大学指定科目
教育実践研究へのアプローチ 〇 〇 〇 〇

北海道の教育課題解決へのアプローチ 〇 〇 〇 〇

北海道教育大学の
特色ある領域科目

地域性を生かした総合的な学習 〇 〇 〇 〇

道徳教育の理論と実践 〇 〇 〇 〇

プログラミング教育の実践と課題 〇 〇 〇 〇

へき地・小規模校の実際と課題 〇 〇 〇 〇

教育情報資源と学びの環境・指導 〇 〇 〇 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅰ 〇 〇 〇 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅱ 〇 〇 〇 〇

コ　
　

ー　
　

ス　
　

科　
　

目

専門科目

障害のある子どもの理解と支援Ⅰ 〇 〇 〇 〇

障害のある子どもの理解と支援Ⅱ 〇 〇 〇 〇

障害のある子どもの理解と支援Ⅲ 〇 〇 〇 〇

障害のある子どもの理解と支援Ⅳ 〇 〇 〇

障害のある子どもの理解と支援Ⅴ 〇 〇 〇

特別支援教育のシステムと実際 〇 〇 〇 〇

現代社会と障害児・者 〇 〇 〇
発達障害の心理・行動特性に基づく指
導と支援 〇 〇 〇 〇

特別支援教育の現代的課題と教育実践 〇 〇 〇 〇

特別支援教育の実践と理論 〇 〇 〇 〇
特別な支援を必要とする児童生徒のア
セスメントⅠ 〇 〇 〇 〇
特別な支援を必要とする児童生徒のア
セスメントⅡ 〇 〇 〇 〇

インクルーシブ教育実地研究Ⅰ 〇 〇 〇 〇

インクルーシブ教育実地研究Ⅱ 〇 〇 〇 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクト（特別支援
教育）Ⅰ 〇 〇 〇 〇
教育実践研究プロジェクト（特別支援
教育）Ⅱ 〇 〇 〇 〇
教育実践研究プロジェクト（特別支援
教育）Ⅲ 〇 〇 〇 〇

演習科目 実践論文 〇 〇 〇 〇

実習科目

教育実践研究実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習（特別支援教育）Ⅰ 〇 〇 〇 〇

教育実践研究実習（特別支援教育）Ⅱ 〇 〇 〇 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。

養護教育コース

科目区分 授　業　科　目　名
開設校

札幌

共　
　
　

通　
　
　

科　
　
　

目

共通必修科目

今日的学力・能力観とカリキュラム・
マネジメント 〇

インクルーシブ教育の理念と教育課程 〇

ＩＣＴを活用した教育の実践と課題 〇

アクティブ・ラーニングの理論と実践 〇

特別支援教育の視点からの学習指導 〇

子どもの発達と学習 〇

教育相談の理論と実際 〇

生徒指導の実際と今日的課題 〇

学級・学年経営の理論と実践 〇

学校危機管理の実際と課題 〇
教師のメンタルヘルスとエンパワメン
ト 〇
学校における組織的な人材育成と授業
改善 〇

コース必修
科目

保健組織活動におけるマネジメント 〇

養護活動と保健教育 〇

養護実践の理論と方法 〇
子どもの心身の健康における協働的援
助 〇

大学指定科目
教育実践研究へのアプローチ 〇

北海道の教育課題解決へのアプローチ 〇

北海道教育大学の
特色ある領域科目

地域性を生かした総合的な学習 〇

道徳教育の理論と実践 〇

プログラミング教育の実践と課題 〇

へき地・小規模校の実際と課題 〇

教育情報資源と学びの環境・指導 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅰ 〇
個別の教育的ニーズのある子どもへの
対応Ⅱ 〇

コ　
　
　

ー　
　
　

ス　
　
　

科　
　
　

目

専門科目

子ども・地域のアセスメントの理論と
保健教育 〇
学校医療安全と子どもの安全への実践
的対応 〇

学校における保健教育の意義と課題 〇
カリキュラム・マネジメントを踏まえ
た保健教育の実際 〇

保健組織活動とエンパワメント 〇

学校における医学的課題と探索的研究 〇

養護教諭の実践と研究的視点 〇
学校医療安全とリスク・クライシスマ
ネジメント 〇

養護教諭の教育活動とキャリア形成 〇
保健室経営の位置づけおよび理論と実
践 〇
生徒指導と学校カウンセリングの実践
と課題 〇

教育調査のための統計Ⅰ 〇

教育調査のための統計Ⅱ 〇

プロジェクト
科目

教育実践研究プロジェクトⅠ 〇

教育実践研究プロジェクトⅡ 〇

教育実践研究プロジェクトⅢ 〇

演習科目 実践論文 〇

実習科目
教育実践研究実習Ⅰ 〇

教育実践研究実習Ⅱ 〇

注 １）△………昼間開講科目
注 ２）☆………不定期開講科目
注 ３）〇の科目でも不定期や集中開講となる場合があります。



－　－２７

教員別　主な授業担当科目・専門領域等
※担当教員については，令和 ５年 6月 １日現在のものであり，
異動・退職等により変更となる可能性があります。　　　　

⑴　札幌校
担当教員職・氏名 担当教員専門領域 主な授業担当科目名（予定）

教育学研究科　特任教授
小野寺　基史

発達障害児等の認知・行動特性のアセスメ
ントとアセスメントに基づく指導内容・方
法に関する実践的研究

インクルーシブ教育の理念と教育課程
特別支援教育の教育課程と授業の在り方

教育学研究科　特任教授
大牧　眞一

学校経営・学級経営，生徒指導，学校の危
機管理に関する実践研究

学校危機管理の実際と課題
道徳教育の理論と実践

教育学研究科　教授
姫野　完治

教師の学びやライフヒストリーに関する研
究，教師の視線及びみとりを中核とした授
業研究，教師の学びを促す組織開発

今日的学力・能力観とカリキュラム・マネジメント
授業研究の理論と実践

教育学研究科　教授
渋谷　一典

教師の実践力向上の手立てに関する研究，
教材開発に関する研究，学校経営・学級経
営に関する研究

管理職に求められるリーダーシップ
学校運営におけるミドルリーダーの役割と課題

教育学研究科　特任教授
中村　邦彦

学校教育学，学校教育における望ましい学
校運営（組織マネジメント），学級経営・
教科経営

学校運営と教育法規
学校組織マネジメントの実践的展開

教育学研究科　准教授
川俣　智路

児童期・思春期における心理的支援，主体
的な学習者育成のための学習環境改善（学
びのユニバーサルデザイン）

子どもの発達と学習
個別の教育的ニーズのある子どもへの対応Ⅱ

教育学研究科　准教授
小沼　豊

教育心理学，学校心理学，臨床心理学，カ
ウンセリング，生徒指導，援助要請に関す
る研究

学校と教員の文化
生徒指導の実際と今日的課題

教育学研究科　准教授
前田　輪音 教科を超えた授業の開発に関する研究 授業デザインの基礎

教科等横断的な視点に立った授業開発
教育学研究科　准教授
福島　耕平

学校現場におけるICT活用の実践的研究及
びプログラミング教育に関する研究

ICTを活用した教育の実践と課題
プログラミング教育の実践と課題

教育学研究科　特任教授
赤間　幸人

教育行政と学校経営に関する実践的研究，
資質・能力を育むカリキュラム・マネジメ
ントの実践的研究

学校事務の職務と連携方策
校務の情報化推進の理論と実践

教育学部　教授
戸田　弘二

社会心理学，ポジティブ心理学，心理学研
究法

教育調査のための統計Ⅰ
教育調査のための統計Ⅱ

教育学部　教授
戸田　まり 社会性の発達に関する研究 授業における子どもの行動と心理

子ども理解のためのアセスメント
教育学部　准教授
粟野　正紀

子どもの権利を保障する教育制度に関する
研究

子どもと社会
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　准教授
前田　賢次 教育の内容と方法，社会認識教育 現代的課題に対応した学びのコミュニティづくり

教育課程編成と学級経営

教育学部　准教授
益子　洋人

思春期・青年期の学校適応，もめごと解決
スキルの心理教育，学校のチームビルディ
ング

子どもと社会
子ども理解のためのアセスメント

教育学部　准教授
吉野　巌

教育心理学，認知心理学。人間の認知・理
解・記憶・思考・メタ認知に関する研究

授業における子どもの行動と心理
子ども理解のためのアセスメント

教育学部　准教授
山田　真由美 教育哲学，日本教育思想史 道徳を基盤とした学級経営

教育実践研究プロジェクトⅠ
教育学部　准教授
幸坂　健太郎

国語科指導における理論・実践の往還的研
究

教科教育研究の理論（国語科教育）Ⅰ
教科教育研究の実践と展開（国語科教育）Ⅱ

教育学部　教授
菅原　利晃

伝統的な言語文化（古典）の学習指導に関
する実践的研究

教科教育研究の理論（国語科教育）Ⅱ
教科教育研究の実践と展開（国語科教育）Ⅰ

教育学部　准教授
阿部　二郎

現代日本語における複文を中心とした文の
構造・意味の研究

個別の教育的ニーズのある子どもへの対応Ⅰ
教科内容の体系（国語科教育）Ⅰ

教育学部　教授
馬場　俊臣

現代日本語の文法，語彙・意味，文章・文
体に関する研究

教科内容研究（国語科教育国語学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（国語科教育国語学分野）Ⅰ

教育学部　講師
池田　考司

社会科授業の臨床教育学的研究，主権者教
育を中心とした政治教育の研究

教科教育研究の理論（社会科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（社会科教育）Ⅱ



－　－２８

担当教員職・氏名 担当教員専門領域 主な授業担当科目名（予定）
教育学部　准教授
武田　泉

現代社会における地理学の役割，地域交通
政策，地域社会環境に関する研究

教科内容研究（社会科教育地理学分野）Ⅰ
教科内容・教材研究（社会科教育地理学分野）Ⅱ

教育学部　准教授
本庄　十喜

日本近現代史，とくに戦後社会運動史，戦
後補償運動史

教科内容研究（社会科教育歴史学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（社会科教育歴史学分野）Ⅰ

教育学部　教授
百瀬　響

北海道及びロシア極東地域の人々の文化・
歴史，文化変容やエスニシティ

教科内容研究（社会科教育地理学分野）Ⅱ
教科内容・教材開発（社会科教育地理学分野）Ⅱ

教育学部　教授
中川　大 分析哲学，言語と思想の哲学 教科内容研究（社会科教育哲学・倫理学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（社会科教育哲学・倫理学分野）Ⅰ
教育学部　教授
佐山　圭司

ドイツを中心とした近現代ヨーロッパ倫理
思想史

教科内容研究（社会科教育哲学・倫理学分野）Ⅱ
教科内容・教材開発（社会科教育哲学・倫理学分野）Ⅱ

教育学部　教授
佐々　祐之

数学教育における本質的学習環境デザイン
に関する研究

教科教育研究の理論（算数・数学科教育）Ⅰ
教科教育研究の実践と展開（算数・数学科教育）Ⅰ

教育学部　特任教授
柚木　朋也 教育方法，教材開発などの研究 教科教育研究の理論（理科教育）Ⅰ

教科教育研究の実践と展開（理科教育）Ⅰ
教育学部　講師
荒谷　航平 理科教育学，特に理科教育史の研究 教科教育研究の理論（理科教育）Ⅱ

教科教育研究の実践と展開（理科教育）Ⅱ
教育学部　教授
尾関　俊浩 雪氷物理学，雪崩などの雪害科学 教科教育研究の理論（理科教育）Ⅱ

教科教育研究の実践と展開（理科教育）Ⅱ

教育学部　講師
平　久夫

カーボンナノチューブなどの量子力学的効
果が支配的な系における電気伝導特性や光
吸収特性の理論的・数値的研究

教科内容研究（理科教育物理学分野）Ⅲ
教科内容・教材開発（理科教育物理学分野）Ⅲ

教育学部　教授
田口　哲

電極-水溶液界面における化学反応場の精
密制御に関する研究，探究活動を促進する
化学教材の研究

教科内容研究（理科教育化学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（理科教育化学分野）Ⅰ

教育学部　教授
蠣崎　悌司

酵素反応を用いる生体関連物質の分析，高
感度電気化学分析法の開発，科学教育にお
けるコンピュータの活用

教科内容研究（理科教育化学分野）Ⅱ
教科内容・教材開発（理科教育化学分野）Ⅱ

教育学部　准教授
菅　正彦

超微量化学種の選択的分離濃縮とその環境
化学的応用および環境情報科学

教科内容研究（理科教育化学分野）Ⅲ
教科内容・教材開発（理科教育化学分野）Ⅲ

教育学部　教授
木村　賢一

昆虫の発生生物学，プログラム細胞死に関
す研究，昆虫の行動と神経に関する研究

教科内容研究（理科教育生物学分野）Ⅱ
教科内容・教材開発（理科教育生物学分野）Ⅱ

教育学部　教授
髙久　元

日本および東南アジア地域の昆虫便乗性ダ
ニ類の分類，生物地理，土壌性ダニ類の分
類

教科内容研究（理科教育生物学分野）Ⅱ
教科内容・教材開発（理科教育生物学分野）Ⅱ

教育学部　教授
鈴木　明彦

北方系軟体動物化石群集の古生態学的研
究，浅海域におけるマクロベントスのタホ
ノミー的研究

教科内容研究（理科教育地学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（理科教育地学分野）Ⅰ

教育学部　教授
寺田　貴雄 近代日本の音楽教育史研究 教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅱ
教育学部　准教授
石出　和也 音楽教育学 教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅱ
教育学部　准教授
小林　美貴子

音楽科の教育方法および音楽鑑賞教育に関
する研究

教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅱ

教育学部　教授
花輪　大輔

図画工作・美術の教科マネジメントの最適
化に関する研究

教科教育研究の理論（図画工作・美術科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（図画工作・美術科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
牧野　香里 芸術一般，絵画，日本画 教科内容研究（図画工作・美術科教育絵画分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（図画工作・美術科教育絵画分野）Ⅰ

教育学部　教授
李　知恩

美術教育に関連したより広い視野から我々
の普段の生活の中に常に存在するデザイン
を視覚情報感性の ３つのキーワードから考
える。

教科内容研究（図画工作・美術科教育デザイン分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（図画工作・美術科教育デザイン分野）Ⅰ

教育学部　教授
中島　寿宏

保健体育の実践事例を科学的に分析・検証
し，これからの体育授業の課題とその解決
方法を検討する

教科教育研究の理論（保健体育科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（保健体育科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
佐藤　正直

技術科教育，教材開発，イノベーション教
育

教科教育研究の理論（技術科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（技術科教育）Ⅱ



－　－２９

担当教員職・氏名 担当教員専門領域 主な授業担当科目名（予定）
教育学部　准教授
大矢　智

木材接合部の強度，木材切削機構，木材と
学校教育

教科内容研究（技術科教育木材加工分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（技術科教育木材加工分野）Ⅰ

教育学部　准教授
石川　智浩

航空宇宙工学，制御・システム工学，通信・
ネットワーク工学，科学教育，教育工学

教科内容研究（技術科教育電気分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（技術科教育電気分野）Ⅰ

教育学部　准教授
出口　哲久

ジャガイモに関する作物学的研究，学校現
場での栽培学習に資する教材の研究

教科内容研究（技術科教育栽培分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（技術科教育栽培分野）Ⅰ

教育学部　教授
増渕　哲子 家庭科の教科論，教科書・教育内容研究 教科教育研究の理論（家庭科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（家庭科教育）Ⅱ
教育学部　教授
浅野　千恵

被服の機能性，材料特性，文化的側面を人
間の感性と科学的視点から研究

教科内容研究（家庭科教育被服学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（家庭科教育被服学分野）Ⅰ

教育学部　准教授
今　尚之

家庭科や社会科，環境教育で必要な住居学，
都市・地域開発，図書館情報学などの総合
的な探求とその知見の教育実践検討

教科内容研究（家庭科教育家政一般分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（家庭科教育家政一般分野）Ⅰ

教育学部　教授
志村　昭暢 英語授業分析と第 ２言語習得研究法 教科教育研究の理論（英語科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（英語科教育）Ⅱ
教育学部　特任教授
萬谷　隆一 小学校英語教育と小中英語教育の接続 教科教育研究の理論（英語科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（英語科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
内野　駿介

教室内第二言語習得，特に講師のインプッ
ト・フィードバックが果たす役割と学習者
の言語知識の発達

教科教育研究の理論（英語科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（英語科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
大賀　京子 対照統語論研究 教科内容研究（英語科教育英語学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（英語科教育英語学分野）Ⅰ

教育学部　准教授
山下　公司

発達障害の特別な支援を必要とする子ども
の心理教育のアセスメントとアセスメント
に基づく支援方法の実践的研究

障害のある子どもの理解と支援Ⅰ
発達障害の心理・行動特性に基づく指導支援

教育学部　教授
安井　友康 障害児・者の身体活動，健康に関する研究 現代社会と障害児・者

発達障害の心理・行動特性に基づく指導と支援
教育学部　准教授
池田　千紗

発達障害児の生活動作，運動の不器用さの
評価と指導

特別支援教育の実践と理論
特別な支援を必要とする児童生徒のアセスメントⅡ

教育学部　准教授
齊藤　真善

発達障害の障害メカニズムと支援に関する
研究

特別な支援を必要とする児童生徒のアセスメントⅠ
インクルーシブ教育実地研究Ⅰ

教育学部　准教授
千賀　愛

アメリカ障害児教育史，障害児教育学，特
別ニーズ教育学

特別支援教育のシステムと実際
発達障害の心理・行動特性に基づく指導と支援

教育学部　教授
岡田　忠雄

学校の医学的課題（特に小児外科疾患関連）
に対する探索的研究

学校における医学的課題と探索的研究
学校医療安全とリスク・クライシスマネジメント

教育学部　教授
山田　玲子 基礎看護学，学校看護学，救急処置 学校医療安全と子どもの安全への実践的対応

養護教諭の実践と研究的視点
教育学部　教授
渡部　基 保健教育 学校における保健教育の意義と課題

カリキュラム・マネジメントを踏まえた保健教育の実際
教育学部　准教授
岩崎　和子 養護教育学，養護実践学，養護教諭論 保健室経営の位置づけ及び理論と実践

生徒指導と学校カウンセリングの実践と課題
保健管理センター　教授
羽賀　將衛 健康管理学，救急心肺蘇生法 学校医療安全と子どもの安全への実践的対応

学校における医学的課題と探索的研究
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⑵　旭川校
担当教員職・氏名 担当教員専門領域 主な授業担当科目名（予定）

教育学研究科　教授
藤川　聡

技術科の教材開発と指導と評価の在り方，
達成動機づけの原因帰属と教訓帰納に基づ
く認知カウンセリング

学習評価の理論と実際
教育実践研究プロジェクトⅠ・Ⅱ

教育学研究科　特任教授
唐川　智幸

新しい学力観を踏まえた学校経営の在り方
地域創生の核となる学校経営の在り方
児童・生徒の主体的な学びに関する実践研究

校種間接続カリキュラム構築の理論と実践

教育学研究科　特任教授
北村　善春

学び続ける学校組織づくりに向けた校内研
修に関する実践的研究，学校課題に対応す
るリーダーシップのあり方に関する実践的
研究，管理職の資質能力向上方策に関する
実践的研究，これからの学校教育に求めら
れる学校経営マネジメントに関する実践的
研究

北海道の教育課題解決へのアプローチ
教育実践研究プロジェクトⅠ
教育実践研究プロジェクトⅡ

教育学研究科　特任教授
木下　俊吾

ヤングケアラー・不登校・ひきこもり，虐
待防止の支援に関する研究，生徒指導にお
ける事例研究法の活用に関する研究，主体
的・対話的深い学びに向けた教育課程経営
の研究

特別支援教育の視点からの学習指導
生徒指導のケース・スタディ

教育学研究科　准教授
永浦　拡

学校教育で活用できる心の健康教育プログ
ラムの開発と実践に関する研究，青少年の
インターネットやゲームへの依存とその予
防に関する研究，教育分野における対人援
助職の共感性の教育に関する研究

子どもと教師の関係づくり
特別支援教育における教育相談と保護者支援

教育学研究科　准教授
藤森　宏明

学校教育を中心とする教育制度に関する社
会学的研究

学校組織マネジメントの理論
教師としてのキャリア・デザイン

教育学部　教授
髙橋　均

家族の教育戦略に関する社会学的研究，教
育言説に関する理論的・実証的研究

子どもと社会
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　教授
川端　美穂

幼児期の「学び」のアセスメントに関する比
較文化研究，見ることの熟達化に関する研究

授業における子どもの行動と心理
子ども理解のためのアセスメント

教育学部　准教授
稲井　智義

子ども福祉施設における教育思想の形成に
関する社会史研究，幼児教育の理論と実践
に関する思想史研究

子どもと社会
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　准教授
懸田　孝一

読みの過程に関する認知心理学的研究，メ
タ認知に関する研究

授業における子どもの行動と心理
子ども理解のためのアセスメント

教育学部　准教授
黒谷　和志

授業論および生活指導論を主領域とした教
育方法研究

学級経営と授業づくり
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　准教授
古川　雄嗣

人間存在と人間形成，道徳的価値とその意
義および根拠等に関する哲学的考察

道徳を基盤とした学級経営
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　准教授
宮㟢　拓弥

イメージ体験過程に関する認知心理学的研
究，メタ認知に関する認知心理学的研究

授業における子どもの行動と心理
子ども理解のためのアセスメント

教育学部　准教授
山崎　智子

イギリスの高等教育制度に関する歴史的研
究

子どもと社会
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　准教授
水野　君平 学級・児童生徒に関する心理学研究 キャリア教育の実際と課題

教育実践研究プロジェクトⅠ
教育学部　教授
上田　祐二

国語科教育におけるメディア・ＩＣＴに関
する研究

教科教育研究の理論（国語科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（国語科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
渥美　伸彦

小・中学校における国語科学習指導及び言
語活動の研究

教科教育研究の実践と展開（国語科教育）Ⅰ
教科教育研究の実践と展開（国語科教育）Ⅱ

教育学部　教授
村田　裕和 日本近代文学の研究 教科内容研究（国語科教育国文学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（国語科教育国文学分野）Ⅰ
教育学部　教授
大橋　賢一 漢文学（唐代文学）・漢文教育 教科内容研究（国語科教育漢文学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（国語科教育漢文学分野）Ⅰ
教育学部　准教授
西川　竜矢

書写書道教育における理論と実践の往還的
研究，書作品制作と研究

教科内容研究（国語科教育書道分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（国語科教育書道分野）Ⅰ
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担当教員職・氏名 担当教員専門領域 主な授業担当科目名（予定）
教育学部　教授
坂井　誠亮 社会科教育における学習評価論の研究 教科教育研究の理論（社会科教育）Ⅰ

教科教育研究の実践と展開（社会科教育）Ⅰ

教育学部　教授
海老名　尚

教科内容学的観点を踏まえた歴史（日本史
中世史）学習における理論・実践の往還的
研究

教科内容研究（社会科教育歴史学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（社会科教育歴史学分野）Ⅰ

教育学部　准教授
津田　拓郎 西欧初期中世の国制・法制・教会の研究 教科内容研究（社会科教育歴史学分野）Ⅲ

教科内容・教材開発（社会科教育歴史学分野）Ⅲ
教育学部　教授
籾岡　宏成 英米法，日米の司法制度に関する比較研究 教科内容研究（社会科教育法律学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（社会科教育法律学分野）Ⅰ

教育学部　教授
角　一典

巨大公共事業の政治社会学・再生可能エネ
ルギーによるまちづくりに関する研究・日
本の河川をめぐる環境制御システム論

教科内容研究（社会科教育社会学・経済学分野）Ⅱ
教科内容・教材開発（社会科教育社会学・経済学分野）Ⅱ

教育学部　教授
千葉　胤久

現象学研究，人間の生と死に関する哲学
的・倫理学的研究

教科内容研究（社会科教育哲学・倫理学分野）Ⅱ
教科内容・教材開発（社会科教育哲学・倫理学分野）Ⅱ

教育学部　准教授
植田　真夕子

社会科教育における資料活用に関する研
究，思考力育成に関する研究

教科教育研究の理論（社会科教育）Ⅱ
教科教育研究の実践と展開（社会科教育）Ⅱ

教育学部　教授
谷地元　直樹 問題解決，授業改善，教材研究 教科教育研究の理論（算数・数学科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（算数・数学科教育）Ⅱ
教育学部　准教授
辻栄　周平 超平面配置の代数的組合せ論 教科内容研究（算数・数学科教育代数学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（算数・数学科教育代数学分野）Ⅰ
教育学部　講師
樺沢　公一

論証指導，数学的活動，教材研究
問題解決

教科教育研究の理論（算数・数学科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（算数・数学科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
齋藤　幸子 位相幾何学 教科内容研究（算数・数学科教育幾何学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（算数・数学科教育幾何学分野）Ⅰ
教育学部　教授
安藤　秀俊

理科の教材開発とその実践，地域における
科学教育

教科教育研究の理論（理科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（理科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
高橋　一将 諸外国の科学教育，理科教育史 教科教育研究の理論（理科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（理科教育）Ⅱ
教育学部　教授
永山　昌史

細胞の形態形成・機能発現に関する生物物
理学・細胞生物学的研究

教科内容研究（理科教育物理学分野）Ⅱ
教科内容・教材開発（理科教育物理学分野）Ⅱ

教育学部　准教授
奥寺　繁

半翅目頸吻亜目昆虫の分類学および昆虫相
の解明

教科内容研究（理科教育生物学分野）Ⅱ
教科内容・教材開発（理科教育生物学分野）Ⅱ

教育学部　准教授
佐藤　鋭一

火山の形成史，マグマ供給系の進化に関す
る研究

教科内容研究（理科教育地学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（理科教育地学分野）Ⅰ

教育学部　教授
関口　朋彦

太陽系小天体の可視・赤外・電波波長域で
の観測

教科内容研究（理科教育地学分野）Ⅲ
教科内容・教材開発（理科教育地学分野）Ⅲ

教育学部　准教授
芳賀　均

音楽科教育における評価（問題解決評価観
を中心として），音楽鑑賞教育

教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅱ

教育学部　教授
木村　貴紀 ピアノ演奏法 教科内容の体系（音楽科教育）Ⅰ

教科内容の体系（音楽科教育）Ⅱ
教育学部　教授
杉江　光 声楽演奏法 教科内容研究（音楽科教育声楽分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（音楽科教育声楽分野）Ⅰ
教育学部　准教授
佐藤　淳一 管楽器演奏法 教科内容研究（音楽科教育器楽分野）Ⅱ

教科内容・教材開発（音楽科教育器楽分野）Ⅱ
教育学部　教授
南部　正人 美術科教育，特に作品解釈に関する研究 教科教育研究の理論（図画工作・美術科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（図画工作・美術科教育）Ⅱ
教育学部　教授
大石　朋生 日本絵画の制作と研究 教科内容研究（図画工作・美術科教育絵画分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（図画工作・美術科教育絵画分野）Ⅰ
教育学部　准教授
岩永　啓司

彫塑，特に実材を用いた彫刻の実技研究と
教材の開発

教科内容研究（図画工作・美術科教育彫刻分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（図画工作・美術科教育彫刻分野）Ⅰ

教育学部　教授
板谷　厚

体育・スポーツにおける動きの習得につい
ての研究

教科内容研究（保健体育科教育運動学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（保健体育科教育運動学分野）Ⅰ

教育学部　准教授
小谷　克彦

体育・スポーツにおける心理的諸問題につ
いての研究，心理力動的観点から捉えた教
材開発の研究

教科内容研究（保健体育科教育体育学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（保健体育科教育体育学分野）Ⅰ
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担当教員職・氏名 担当教員専門領域 主な授業担当科目名（予定）
教育学部　教授
勝本　敦洋

技術科教育の理論と実践化にかかわる指導
内容・方法と教材開発の研究

教科教育研究の理論（技術科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（技術科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
小泉　匡弘

教育工学及び心理学を応用した技術科教育
の教育方法・教材開発の研究

教科教育研究の理論（技術科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（技術科教育）Ⅱ

教育学部　教授
渡壁　誠

ロボットを題材とした学習の企画・指導お
よび教材開発

教科内容研究（技術科教育機械分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（技術科教育機械分野）Ⅰ

教育学部　教授
岡田　みゆき 家庭科の歴史的研究及び授業実践研究 教科教育研究の理論（家庭科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（家庭科教育）Ⅱ
教育学部　教授
川邊　淳子

学校=家庭=地域をつなぐ協働的な家庭科教
育の学びに関する研究

教科教育研究の理論（家庭科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（家庭科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
瀬浦　崇博

食品学・栄養学・調理学の３分野に関わる
基礎的調査研究および応用研究

教科内容研究（家庭科教育食物学分野）Ⅱ
教科内容・教材開発（家庭科教育食物学分野）Ⅱ

教育学部　教授
小松　恵美子 衣生活に関する基礎研究と教材開発 教科内容研究（家庭科教育被服学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（家庭科教育被服学分野）Ⅰ
教育学部　教授
笠原　究 近年の語彙習得研究と実践への応用 教科教育研究の理論（英語科教育）Ⅰ

教科教育研究の実践と展開（英語科教育）Ⅱ
教育学部　准教授
井筒　勝信 語用論・談話機能的言語研究，外国語学習 教科内容研究（英語科教育英語学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（英語科教育英語学分野）Ⅰ

教育学部　准教授
山田　祥一

言語学，英語学，機能主義的観点から得ら
れた知見を学習に反映させるための文法研
究

教科内容研究（英語科教育英語学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（英語科教育英語学分野）Ⅰ

教育学部　教授
十枝内　康隆

詩学および批評理論，ならびに近代イギリ
ス文学およびイギリス文化に関する理論・
実践の往還的研究

教科内容研究（英語科教育英米文学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（英語科教育英米文学分野）Ⅰ

教育学部　教授
片桐　德昭

コーパス言語学，教室ビデオ　コーパスの
作成，発話語彙分析，談話分析，教員養成・
教師教育への応用など

教科内容研究（英語科教育英語コミュニケーション分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（英語科教育英語コミュニケーション分野）Ⅰ

教育学部　教授
萩原　拓

発達障害特性のある人々への包括的アセス
メントによるライフステージを通した支援

障害のある子どもの理解と支援Ⅱ
障害のある子どもの理解と支援Ⅳ

教育学部　教授
片桐　正敏

発達障害の認知神経科学研究とその知見を
用いた支援法の研究，心理アセスメントを
用いた発達・学習支援法の研究子どものメ
ンタルヘルスと発達特性に関する研究

障害のある子どもの理解と支援Ⅴ
特別な支援を必要とする児童生徒のアセスメントⅠ

教育学部　准教授
蔦森　英史

限局性学習症，発達性ディスレクシアを含
む発達障害の認知心理学的研究，支援法及
びアセスメントツールの開発

特別支援教育のシステムと実際
障害のある子どもの理解と支援Ⅲ
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⑶　釧路校
担当教員職・氏名 担当教員専門領域 主な授業担当科目名（予定）

教育学研究科　教授
安川　禎亮

ストレスマネジメント教育を中心にした感
情のコントロール

教育相談の理論と実際
教師のメンタルヘルスとエンパワメント

教育学研究科　教授
森　健一郎

領域横断的な思考を促す小・中学校理科カ
リキュラムの開発，へき地・小規模校にお
ける授業実践

アクティブ・ラーニングの理論と実践
校内研修デザインの理論と実践Ⅱ

教育学研究科　特任教授
鈴木　紳一

学校経営，校内研究・研修，授業改善に関
する実践的な研究

校内研修デザインの理論と実践Ⅰ
教育実践研究プロジェクトⅠ・Ⅱ

教育学研究科　特任教授
竹林　亨 学校経営，校内研究，教育課程 教育実践研究プロジェクトⅠ・Ⅱ

教育行政マネジメントの理論と実際
教育学研究科　特任教授
室山　俊美

学級・学年経営や学校経営のあり方や課題
解決に関する実践的な研究

学級経営の実際と課題Ⅰ
学校経営戦略の分析と策定

教育学研究科　准教授
安井　智恵

教育学，学校経営学，教育行政学，教師教
育，地域とともにある学校づくりの研究

社会に開かれた学校
保護者・地域住民・関係機関等との協働体制づくり

教育学部　教授
玉井　康之

現代の子供の歪みと環境との関連性，地域
教育経営，学級経営の基盤づくり，生活教
育

へき地・小規模校の実際と課題

教育学部　教授
川前　あゆみ

へき地教育，教師教育，へき地・小規模校
における実践的研究

へき地・小規模校の実際と課題
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　教授
境　智洋

主に自然素材を生かしたものづくり及び総
合的な学習に関する教育内容・教材及び授
業研究

学級経営と授業づくり
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　准教授
楜澤　実

へき地・小規模等の学級・学校経営に関す
る実践的な研究，教師の実践力向上に関す
る研究，道徳性の発達理論を生かした実践
的研究

道徳を基盤とした学級経営
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　講師
小野　豪大

へき地・小規模校教育，比較教育学，多文
化共生

へき地・小規模校の実際と課題
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　准教授
小林　淳一

学校教育学，教師教育，経験則と科学的根
拠を融合させた，質の高い教育活動の実現
を探究

教育課程編成と学級経営
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　准教授
富田　俊明 絵画・現代美術の制作・研究 教科内容研究（図画工作・美術科教育絵画分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（図画工作・美術科教育絵画分野）Ⅰ
教育学部　准教授
宮前　耕史

民俗学，地域社会・地域文化研究，地域づ
くりと学校，学校と地域の連携・協働

現代的課題に対応した学びのコミュニティづくり
教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　講師
木戸口　正宏

いじめ，不登校，学級崩壊の背景と臨床的・
実践的対応のあり方について

キャリア教育の実際と課題
教育相談のケース・スタディ

教育学部　教授
佐野　比呂己 国語科教材研究と授業構想の連関について 教科教育研究の理論（国語科教育）Ⅰ

教科教育研究の実践と展開（国語科教育）Ⅰ
教育学部　准教授
関谷　由一 日本古典文学（上代） 教科内容研究（国語科教育国文学分野）Ⅱ

教科内容・教材開発（国語科教育国文学分野）Ⅱ
教育学部　講師
久田　行雄 日本語学，国語学 教科内容研究（国語科教育国語学分野）Ⅲ

教科内容・教材開発（国語科教育国語学分野）Ⅲ
教育学部　講師
吉田　勉 中国思想史 教科内容研究（国語科教育漢文学分野）Ⅱ

教科内容・教材開発（国語科教育漢文学分野）Ⅱ
教育学部　准教授
山元　研二 社会科における教育方法及び授業研究 教科教育研究の理論（社会科教育）Ⅰ

教科教育研究の実践と展開（社会科教育）Ⅰ
教育学部　講師
玉井　慎也 社会科教育における教育方法及び授業研究 教科教育研究の理論（社会科教育）Ⅱ

教科教育研究の実践と展開（社会科教育）Ⅱ
教育学部　教授
中村　太一 日本古代史（特に都市・交通・交易の研究） 教科内容研究（社会科教育歴史学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（社会科教育歴史学分野）Ⅰ
教育学部　教授
酒井　多加志

交通地理学（港湾および港湾背後圏に関す
る研究）

教科内容研究（社会科教育地理学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（社会科教育地理学分野）Ⅰ

教育学部　教授
浅利　祐一

憲法の人権論。特に，教育法，少年法，児
童虐待，子どもの権利条約等を素材にして
子どもの人権について研究している

教科内容研究（社会科教育法律学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（社会科教育法律学分野）Ⅰ
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担当教員職・氏名 担当教員専門領域 主な授業担当科目名（予定）
教育学部　教授
早勢　裕明 問題解決的な学習における教師のかかわり 教科教育研究の理論（算数・数学科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（算数・数学科教育）Ⅱ
教育学部　講師
大滝　孝治 教科教育学，数学教育学 教科教育研究の理論（算数・数学科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（算数・数学科教育）Ⅱ
教育学部　教授
和地　輝仁 行列とベクトルに関する実践的研究 教科内容研究（算数・数学科教育代数学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（算数・数学科教育代数学分野）Ⅰ
教育学部　教授
関谷　祐里 多次元分割表解析 教科内容研究（算数・数学科教育解析学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（算数・数学科教育解析学分野）Ⅰ
教育学部　講師
黒川　友紀 非線形波動方程式の解の解析 教科内容研究（算数・数学科教育解析学分野）Ⅱ

教科内容・教材開発（算数・数学科教育解析学分野）Ⅱ
教育学部　准教授
中山　雅茂 教育方法，教材開発に関する研究 教科教育研究の理論（理科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（理科教育）Ⅱ
教育学部　講師
長根　智洋

生命領域における教材開発とその実践的研
究

教科教育研究の理論（理科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（理科教育）Ⅱ

教育学部　教授
中川　雅仁 低温物性 教科内容研究（理科教育物理学分野）Ⅲ

教科内容・教材開発（理科教育物理学分野）Ⅲ
教育学部　教授
伊原　禎雄

両生類の基本的生活史の解明，外来哺乳類
の効果的管理方法についての研究

教科内容研究（理科教育生物学分野）Ⅲ
教科内容・教材開発（理科教育生物学分野）Ⅲ

教育学部　教授
松原　尚志

新生代層の層序に関する研究
新生代貝類の分類・古生物地理に関する研究
地学教材開発に関する研究

教科内容研究（理科教育地学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（理科教育地学分野）Ⅰ

教育学部　准教授
中西　紗織 能におけるわざの習得に関する研究 教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅰ

教科教育研究の実践と展開（音楽科教育）Ⅰ
教育学部　教授
小野　亮祐

１８世紀ドイツの音楽教育についての歴史的
研究

教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅱ
教科教育研究の実践と展開（音楽科教育）Ⅱ

教育学部　教授
鴨川　太郎

声楽発声・各国オペラ・各国芸術歌曲の研
究

教科内容研究（音楽科教育声楽分野）Ⅱ
教科内容・教材開発（音楽科教育声楽分野）Ⅱ

教育学部　教授
佐々木　宰

図画工作，美術科における教材・指導法・
カリキュラム研究，アジアの美術教育研究

教科教育研究の理論（図画工作・美術科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（図画工作・美術科教育）Ⅱ

教育学部　教授
福江　良純 彫刻各素材による制作・造形理論研究 教科内容研究（図画工作・美術科教育彫刻分野）Ⅱ

教科内容・教材開発（図画工作・美術科教育彫刻分野）Ⅱ
教育学部　教授
越川　茂樹

スポーツの存在様態に関する教育人間学的
研究

教科教育研究の理論（保健体育科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（保健体育科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
山本　悟

技の効果的な指導方法の開発に関する発生
運動学的研究

教科内容研究（保健体育科教育運動学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（保健体育科教育運動学分野）Ⅰ

教育学部　准教授
土岐　圭佑

現代的課題をテーマにした家庭科教育の理
論的・実践的研究

教科教育研究の理論（家庭科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（家庭科教育）Ⅱ

教育学部　教授
野村　卓 食育・食農教育に関する教材研究 教科内容研究（家庭科教育食物学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（家庭科教育食物学分野）Ⅰ
教育学部　教授
鎌田　浩子

家庭・生活経営及び消費者教育に関する研
究

教科内容研究（家庭科教育家政一般分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（家庭科教育家政一般分野）Ⅰ

教育学部　准教授
鈴木　健太郎

英語教育，第二言語習得，英語語彙習得・
指導

教科教育研究の理論（英語科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（英語科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
椙本　顕士 生成文法理論に基づく統語論と意味論 教科内容研究（英語科教育英語学分野）Ⅰ

教科内容・教材開発（英語科教育英語学分野）Ⅰ

教育学部　教授
小野川　文子

特別支援教育（肢体不自由児教育，病弱児
教育），寄宿舎教育，障害児とその家族の
生活問題の関する研究

障害のある子どもの理解と支援Ⅴ
現代社会と障害児・者

教育学部　教授
小淵　隆司

児童理解とその援助・臨床発達心理学，家
族援助論

発達障害の心理・行動特性に基づく指導と支援
特別支援教育の現代的課題と教育実践

教育学部　准教授
戸田　竜也

特別支援学級・学校の教育内容研究，教育
相談と多職種連携の研究

障害のある子どもの理解と支援Ⅰ
特別支援教育のシステムと実際

教育学部　准教授
半澤　礼之 教育心理学，青年心理学 教育調査のための統計Ⅰ

教育実践研究プロジェクトⅠ
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⑷　函館校
担当教員職・氏名 担当教員専門領域 主な授業担当科目名（予定）

教育学研究科　特任教授
沢田　紀之 学校経営・校内研修等に関する実践的研究 学校における組織的な人材育成と授業改善

教員の働き方と校務の効率化

教育学研究科　教授
永澤　篤

子どもの問題行動に対応した生徒指導・教
育相談に関する実践的研究，総合的な学習
の時間の指導法等に関する実践的研究

子どもの問題行動の実際と実践的対応
総合的な学習の時間の実践と課題

教育学研究科　教授
杉本　任士

行動分析学に基づく学校経営，学級・学年
経営，ポジティブ行動支援に関する研究

学級・学年経営の理論と実践
学級経営の実際と課題Ⅱ

教育学研究科　准教授
菱田　一哉

いじめ被害低減，行動変容，発達支持的教
育相談

学校教育の現代的課題とその対応
いじめに関する理論と指導の実際

教育学部　教授
木村　育恵 教師文化研究，ジェンダーと教育研究 教育調査のための統計Ⅰ

教育実践研究プロジェクトⅠ

教育学部　准教授
山口　好和

授業研究の方法論，現代的な課題に対応し
た教材・カリキュラム開発，教育実践分野
におけるメディア・ＩＣＴ活用

キャリア教育の実際と課題
授業における子どもの行動と心理

教育学部　講師
長尾　悠里 小規模特任校，学校統廃合に関する研究 教育実践研究プロジェクトⅠ

子どもと社会
教育学部　教授
内藤　一志 国語教育史，古典教育 教科教育研究の理論（国語科教育）Ⅰ

教科教育研究の理論（国語科教育）Ⅱ

教育学部　准教授
石井　洋

開発途上国における算数・数学教育の質的
改善に関する研究
算数・数学科の学習評価に関する研究

学級経営と授業づくり
教科教育研究の理論（算数・数学科教育）Ⅰ

教育学部　准教授
長尾　智絵

幼児の音楽表現における歴史的・実践的研
究

教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅰ
教科教育研究の理論（音楽科教育）Ⅱ

教育学部　教授
橋本　忠和

美術教育における指導理論・方法・評価と
題材開発の研究及び地域社会・異校種連携
教育の実践的研究

幼保小の連携と生活科教育
教科教育研究の理論（図画工作・美術科教育）Ⅰ・Ⅱ

教育学部　教授
吉村　功

体育・スポーツでの心理面に関する研究，
基本的な運動技能向上のための教材開発の
研究

教科内容研究（保健体育科教育体育学分野）Ⅰ
教科内容・教材開発（保健体育科教育体育学分野）Ⅰ

教育学部　准教授
石森　広美

英語科教育における異文化理解・国際理解
教育に関する研究，グローバル・シティズ
ンシップ教育，アセスメント（評価）に関
する実践的研究

教科教育研究の実践と展開（英語科教育）Ⅰ
教科教育研究の実践と展開（英語科教育）Ⅱ

教育学部　教授
五十嵐　靖夫

特別な支援を必要とする子どものアセスメ
ントと教育的支援

障害のある子どもの理解と支援Ⅲ
発達障害の心理・行動特性に基づく指導と支援

教育学部　教授
北村　博幸

発達障害児の特性に応じた授業作りと授業
改善の研究

障害のある子どもの理解と支援Ⅱ
発達障害の心理・行動特性に基づく指導と支援

教育学部　教授
細谷　一博

知的障害児の学習形態に関する実践的研
究，障害幼児への支援方法の検討

障害のある子どもの理解と支援Ⅰ
発達障害の心理・行動特性に基づく指導と支援


